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調査をおえて

過去最高の回答率

　今年度も本経営実態調査にご協力をいただき

きました全国の会員幼稚園の理事長、園長先生

方に深くお礼を申しあげます。なお、今回の調

査につきまして回答率が 65％を越え、これは

私の知る限りにおいて過去最高のパーセンテー

ジとなっております。重ねて感謝申しあげます。

　例年同様ですが、本調査の目的である私立幼

稚園の振興と、経営基盤の安定化のために、会

員園はもとより、政府、国会、地方自治体等の

関係諸機関にも配布し、私立幼稚園の実態理解

の一助として、有効に活用させていただきます。

　さて、各調査項目につきましては、経営委員

が分担して分析を行なっておりますが、全体的

に「微増（微減）」または「わずかに」といった

数値や表記が目につきます。ここに、進行する

少子化や保護者の保育所志向が強まる等の厳し

い経営環境の中、懸命に踏み止まっている私立

幼稚園の現状が読み取れるような気が致します。

　また、都市部と地方、東日本と西日本等のエ

リアによっての違いも浮き彫りになっていま

す。ですから、単純に全国平均値と比べるので

はなく、会員園の所在する地方と人口等が近し

い他県との比較や、ご自分の地区の過去数年分

との比較検討が、有効であると思われます。（一

例としまして、園児納付金の金額が、就園奨励

費補助金を差し引いた数値を計上していると思

われる地区もあります）

第四の経営資源

　昨年秋から始まった米国発の経済不安が、世

界を揺るがせています。サブプライム債の問題

など、日本の私立幼稚園には縁遠い話と思って

おりましたら、身近な所でもその影響と思われ

る現象が起き始めました。ここ数年間は、経済

は上向きにならないとの観測もありますが、そ

うなれば私幼の経営環境は、益々厳しさを増し

て参ります。

　一般に経営資源とは「ヒト、モノ、カネ」と

申しますが、私達には財産目録にも、貸借対照

表にも載っていない「資源」があります。それ

は、これまで各園が積み重ねてきた歴史であ

り、地域からの信頼であり、教育の理念とその

実践なのです。

　厳しい時代であるからこそ、幼児教育に情熱

を傾ける同志的結合組織としての全日私幼連の

存在は、その重要性を増しています。本調査に

つきましても、冒頭に申しあげましたように皆

様からの回答率が向上したことは、会員の本連

合会への参加意識の高まりの証左であろうと喜

ばしく思います。

本調査のこれからの課題

　また今回の報告書の巻末には、教職員採用に

関する各団体の取り組み事例を掲載していま

す。良質な幼児教育を維持していくためには、

一定水準以上の教職員を常に確保しなければな

りません。しかし昨今、養成校の学生が就職先

として保育所を希望する者が、過半を占めると

いう全国的な傾向があります。園児募集もさる

ことながら、これからは「先生募集」も重要な

課題となると予測されますので、今の内から

しっかりと対策を講じたいものです。

　来年度以降も本調査は継続されますが、お忙

しい先生方が貴重なお時間を割いてご協力下

さっているのですから、担当委員会としては更

に園経営に役立つ統計調査を目指さなければな

りません。例えば、集計ミスを減らし迅速化を

図るためには、調査書の電子化（エクセル等）

も、大いに検討する価値があると思います。

　より良い、より役に立つ調査となりますよ

う、皆様からのご指導、ご助言を今後とも何卒

よろしくお願い申しあげます。

〔�全日私幼連経営研究委員長＝福岡・久留米あかつき幼稚園／藤田喜一郎〕

「私幼の原点を踏まえ、　　　　　

　　　足許を固める経営を目指して」

― � ―
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園児数・学級数・教職員数

■一園あたりの平均園児数 162.4 人

　過去 10 年の中で最低となる。

　また、３歳児の就園も伸びどまりか！

　平成 20 年度の１園あたりの園児数の全国平

均は 162.4 人で、過去 10 年の中で最低の園児

数となりました。（グラフ 1）

　 過 去 10 年 中 で の 最 低 は 平 成 13 年 度 の

163.7 人でしたが、今年度はそれを 1.3 人下回

る結果となりました。18 年度の平均は 167.4

人で、19 年度は 2.0 人減の 165.4 人、20 年

は 3 人減の、162.4 人と３年連続で平均園児

数は減少しております。年齢別園児数において

も、全年齢ともに減少しました。

　特に 3 歳児については、17 年、18 年、19

年までは増加しておりましたが、ついに 20 年

度は 0.5 人の減少となりました。（グラフ 2）

　3 歳児就園率の低下にはいくつかの要因が考

表２　平成 20 年度・設置者別、地区別の１園あたり園児数・学級数・教職員数等

区 分 ３歳児 ４歳児 ５歳児
合 計 定 員

充足率

本 務 教 員 本 務 職 員 本務教職
員１人当
り園児数学級数 園児数 前年比 教員数 年　齢 勤続年 職員数 年　齢 勤続年

全国平均 46.2 57.6 58.6 6.7 162.4 ▲ 1.8 78.4 10.4 30.7 7.0 2.7 51.6 11.2 12.7

学校法人 47.1 58.7 59.7 6.9 165.5 ▲ 1.8 78.1 10.7 30.7 7.1 2.3 51.5 11.1 12.6

その他の法人 32.9 39.2 40.1 4.6 112.2 2.8 77.4 7.8 31.4 6.5 1.5 51.7 11.4 12.1

個 人 43.7 54.7 56.2 6.2 154.6 ▲ 5.8 86.1 9.4 29.7 6.4 2.0 53.8 14.6 13.6

北海道地区 33.9 53.7 55.7 5.8 143.3 ▲ 1.5 83.0 9.3 30.0 6.1 2.8 52.4 8.7 11.6

東北地区 30.5 44.3 46.7 5.5 121.5 ▲ 2.1 72.0 8.8 33.8 10.1 2.8 51.1 11.1 10.9

関東地区 46.2 54.7 56.0 6.7 156.8 ▲ 2.1 73.7 10.4 31.3 7.6 2.7 52.8 12.2 11.9

東京地区 58.3 64.4 64.5 7.2 187.2 0.6 91.2 11.3 29.7 6.1 2.9 49.8 11.6 13.3

神奈川地区 53.7 80.2 80.7 8.0 214.6 ▲ 1.2 97.6 12.0 29.4 5.9 3.0 51.7 11.6 14.2

東海北陸地区 50.0 51.3 152.9 6.9 254.2 66.3 67.1 10.6 31.8 7.9 2.6 51.0 10.2 11.9

近畿地区 47.7 55.7 44.3 6.5 147.7 ▲ 10.3 72.9 11.3 30.7 6.8 2.5 52.3 10.9 12.6

大阪地区 65.6 78.6 79.2 8.7 223.4 1.7 78.1 13.3 29.1 6.3 2.6 50.6 11.7 14.8

中国地区 39.6 44.0 44.3 5.6 127.8 ▲ 1.9 65.8 8.9 32.7 8.2 2.7 50.8 9.9 11.2

四国地区 42.7 47.4 47.8 6.7 138.0 ▲ 2.1 65.5 9.6 33.2 8.6 3.2 54.4 9.8 11.1

九州地区 32.7 42.1 42.1 5.0 116.9 ▲ 2.1 72.2 8.1 31.1 7.6 2.4 50.3 10.4 11.4

グラフ１　１園あたりの園児数の推移
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えられますが、何よりも在宅幼児に対し「3 歳

になったら幼稚園」等、3 歳児の掘り起こしが

急務かもしれません。そのためには、未就園児

の子育て支援や働くお母さん方の子育てのサ

ポートなど、支援体制の強化、拡大がポイント

になっていくと思います。次に学級数について

は、園児減を反映し、0.1 減少しておりますが、

園児の減少と学級数の減少とにはタイムラグが

あるようです。

　本務教員 1 人当たりの園児数は、12.7 人と

19 年度より 0.2 減少しております。本務職員

については、若干の減少傾向にあります。これ

は、各幼稚園において保育現場を優先し、バッ

クヤード的職員を減らすことで、収支のバラン

スをとる方向にあるものと思われます。また、

幼稚園の定員充足率も前年比 1.2 ポイント下が

りました。（表 3）

　定員の充足率が減少している傾向は 19 年度

と 20 年度と 2 年連続です。本務教員数が変わ

らずに、定員充足率が減少していく傾向は、今

後の幼稚園経営にとって考えていかなければな

らない問題です。

　たとえば、本務教職員とパート教職員の仕事

の分担による効率化、つまり、リターン組のマ

マさん先生など、パート教職員による本務教員

のカバーは、特に 3 歳児就園の奨励に効果的で

はないでしょうか。

　幼稚園経営者に課せられたものは、すべての

子供たちとその保護者の方々の安心と安全そし

て幸福と満足ではないでしょうか。そして、私

たちの教職員を幸せにすることです。そのため

にも、私たちは「永続と繁栄」できる幼稚園づ

くりをしていくことが大切だと思います。

〔全日私幼連経営研究委員＝北海道・第二太陽の子幼稚園 / 豊田千春〕

表３　学級数、園児数等の 10 年間の推移

区 分 11 年 度 12 年 度 13 年 度 14 年 度 15 年 度 16 年 度 17 年 度 18 年 度 19 年 度 20 年 度

学 級 数 6.4 6.5 6.4 6.4 6.5 6.4 6.4 6.6 6.8 6.7

園 児 数 167.9 165.1 163.7 165.5 165.5 164.6 165.1 167.4 165.4 162.4

３歳児

４歳児

５歳児
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定員充足率 78.9 77.8 79.6 80.7 79.9 80.0 79.9 80.2 79.6 78.4

本務教員数 9.4 9.4 9.6 9.9 10.0 10.1 10.3 10.5 10.5 10.4

グラフ２　３歳児・4歳児・5歳児の推移
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園児納付金

■現状維持を継続

　平成 20 年度の園児 1 人あたりの年額納付金

合計は、表５のように 321,364 円となりまし

た。対前年度比 2.6％減（8,612 円減額）とな

ります。

　年額納付金合計が全国平均を上回る地域が今

年度は 14 都府県です。突出した東京都、神奈

川県が平均額を上昇させているのは従前のとお

りで、大都市とその隣接県が平均値を上回る傾

向は変わっていません。平均以下 300,000 円

以上は 6 県。300,000 円以下が 27 道県といっ

た構図になります。経常的な納付金が増額と

なったのは 22 府県で、残りの 24 都道府県は

減額という結果になりました。

　内訳で 10,000 円以上の増額が 4 県認められ

ます。そのうち島根県、滋賀県の増額が目立っ

ています。しかし、増額になった経常的な納付

金のうち、本年度の調査には、保育料にいわゆ

る給食に係る経費が含まれている点も考慮する

必要があるのではないでしょうか。

　経常的な納付金が増額した府県のうち、入園

時の納付金が減額となっているのが 17 県見ら

れますが、これはサンプル園群による誤差を考

慮すると増減 1,000 円台の経常的・入園時納

付金年額の増減は、昨年度同様と考えるべきだ

と思われます。

　年額納付金合計で大幅な減額を見ると和歌

山県が 21,252 円の減、ついで 5,000 円以上

10,000 円台の減額が 20 都道府県あり、入園

時の納付金についても静岡県の 8,368 円の減

額が目を引きますが、全国的にながめると、前

述の理由から昨年度同様と分析することが妥当

と思われます。

　少子化に伴う諸問題に加え、納付金の保護者

負担軽減を掲げる私立幼稚園の現状を考える

と、社会情勢の悪化から物価上昇が予想される

今年度以降、引き続き現状維持を継続する必要

性が高いという分析結果となりました。

〔全日私幼連経営研究委員＝東京・桜輪幼稚園／堀江眞嗣〕

表５　平成 20 年度・設置者別園児１人あたり納付金年額

納 付 金

合 計

（Ａ＋Ｂ）

経 常 的 な も の 入 園 時 の も の

保 育 料 教 材 費
施 設
設備費等

Ａ．小 計 入 園 料
入 園
検 定 料

施 設
設備費等

Ｂ．小 計

全 国 平 均 321,364 238,007 10,966 15,323 264,296 43,304 2,437 6,327 57,068

設

置

者

別

学 校 法 人 313,591 231,800 11,405 16,560 259,765 45,639 5,847 2,340 53,826

その他法人 377,092 257,687 12,587 11,452 281,726 78,004 13,728 3,634 95,366

個 人 379,723 268,972 11,602 10,352 290,926 78,047 7,597 3,153 88,797

グラフ３　保育料・入園料の推移
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教員給与
グラフ４　月額保育料と公私短大卒者

　　　　　初任給本俸月額の推移■月額保育料全国平均は、前年同額、

　園児数の減少で、給与月額は、

　ほぼ横ばい・年間総支給額は減少か！

平成 20 年度、教員給与の全国平均における私

立幼稚園の初任給（本俸・手当合計額）

２種免許状所有者月額　167,084 円

　対前年比 489 円（0.3%）増

　期末手当　509,068 円

　対前年比 7,249 円減

　年間給与総額　 対前年度比 1,381 円 減

１種免許状所有者月額　178,718 円

　対前年度比 411 円（0.2%）増。

　期末手当　554,908 円

　対前年度比 10,417 円 減

　年間給与総額　対前年度比 5,485 円 減

平成 20 年度 ３年目給与（本俸・手当合計額）

２種免許状所有者月額　176,923 円

　対前年度比 44 円（0.02%）増

　期末手当 688,939 円

　対前年度比 15,540 円（2.25%）減

　年間給与総額 対前年度比 15,012 円 減

1 種免許状所有者月額　189,291 円

　対前年度比 81 円（0.04%）増

　期末手当 745,167 円

　対前年度比 15,605 円（２%）減、

　年間給与総額　対前年度比 14,633 円 減

平成 20 年度 5 年目給与（本俸・手当合計額）

２種免許状所有者月額　186,818 円

　対前年度比 105 円（0.05%）減

　期末手当　733,985 円

　対前年度比　12,802 円（0.17%）減

　年間給与総額　対前年度比 14,062 円 減

1 種免許状所有者月額　199,833 円

　対前年度比　145 円（0.07%）減

　期末手当　791,545 円

　対前年度比 18,896 円（0.23%）減

  年間給与総額  対前年度比 20,636 円 減

　本年度は、月額保育料平均額が 19,834 円で、

対前年度比、ほぼ同額となりますが、園児定員

充足率が過去 5 年間で最低の 78.6% となり経

営の厳しさが増し続け、原油高やサブプライム

ローン崩壊に端を発する「世界的な経済不況」

という、先が読めない状況が合わさり、年間総

支給額の減少となったものと見られます。

　また、保護者の世帯所得が伸びないことに

は、適正保育料（理想終始差額比率から逆算）

の水準までの値上げは難しく、保育料の値上げ

なくしての健全経営には、人件費の抑制しかな

いとの苦渋の選択を強いられているものと思わ

れます。しかし、一昨年からの団塊世代の大

量定年退職がしばらく続く事から、不況の中に

あっても、新卒者の求人は困難が予想され、「優

秀な人材確保」のためには、私立幼稚園の給与

体系（待遇）の見直しが急務と考えられます。

公立幼稚園

（円）

私立幼稚園

�
種
免
許
状
所
有
者

�
�

初
任
給
本
俸
月
額

月 

額 

保 

育 

料

156,533

166,600

166,600

166,600

163,700

162,900

初任給月額（２種）

156,661

151,205

152,203

153,035

153,768

154,244

154,517

155,496

156,059

50,000

100,000

150,000

200,000

5,000

10,000

20,000

20
年
度

19
年
度

18
年
度

17
年
度

16
年
度

15
年
度

14
年
度

13
年
度

12
年
度

11
年
度

月額保育料

19,83319,53719,568
19,103

18,92018,76818,65118,32818,169

19,834
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　預かり保育推進・子育て支援事業・特別支援

教育の推進・さらには、認定こども園 2000 園

設置に向けての大波が打ち寄せ、私立幼稚園の

経営環境は厳しさの一途をたどっていますが、

園の存続のためには、教員資質を高め、各園

の特色あるオンリーワンの教育に、さらに磨き

をかけ、その魅力と価値を評価に繋げ、保護者

の信頼と期待を裏切らない努力を限りなく続け

「信頼の証としての適正保育料・適正給与」の

実現に向けることに他ならないと考えます。

〔全日私幼経営研究委員＝三重・のべの幼稚園 / 山中　理〕

表８　平成 20年度・地区別の教員給与（初任給・月額／２種）・１園あたり納付金合計（年額）・園児数合計・経常費等補助単価

区 分
教 員 給 与
（初任給・月額/２種）

納 付 金 合 計
（ 年　 額 ）

園児数合計 経常費等補助単価 区 分
教 員 給 与
（初任給・月額/２種）

納 付 金 合 計
（ 年　 額 ）

園児数合計 経常費等補助単価

全 国 平 均
167,084

(2,514,076)
321,364 162.4

162,608
（財政措置額）

東海・北陸地区
162,916

(2,467,604)
295,741 254.2 172,378

北海道地区
151,652

(2,322,124)
267,989 143.3 169,112 近 畿 地 区

169,337
(2,566,130)

308,261 147.7 174,899

東 北 地 区
148,622

(2,187,004)
280,721 121.5 163,077 大 阪 地 区

178,873
(2,694,400)

330,783 223.4 159,245

関 東 地 区
167,531

(2,506,617)
312,604 156.8 175,416 中 国 地 区

156,689
(2,332,867)

282,727 127.8 169,081

東 京 地 区
184,662

(2,773,822)
441,682 187.2 164,012 四 国 地 区

150,467
2,218,706

304,790 138.0 161,181

神奈川地区
180,128

(2,709,135)
428,626 214.6 134,770 九 州 地 区

153,934
2,295,284 

303,731 116.9 164,573

※【区分／九州地区】は、福岡県・佐賀県・熊本県・大分県・宮崎県・鹿児島県・沖縄県� （単位：円）
※【教員給与の下段】は、２種免許状所有者の初任給「本俸＋手当＋期末手当」の合計

表９　平成 20 年度・教員平均給与（全国平均） （単位：円）

区 分

年

度

別

初 任 給 ３ 年 目 ５ 年 目

給 与 月 額 期 末
手 当
（年 額）

給 与 月 額 期 末
手 当
（年 額）

給 与 月 額 期 末
手 当
（年 額）計 本 俸 手 当 計 本 俸 手 当 計 本 俸 手 当

２ 種 免 許
状 所 有 者

19 166,595 156,533 10,062 516,317 176,879 165,635 11,244 704,479 186,923 174,705 12,218 746,787

20 167,084 156,661 10,423 509,068 176,923 165,418 11,505 688,939 186,818 174,367 12,451 733,985

前 年 比（ ％） 0.3 ▲ 0.1 3.6 ▲ 1.4 0.0 ▲ 0.1 2.3 ▲ 2.2 ▲ 0.1 ▲ 0.2 1.9 ▲ 1.7

１ 種 免 許
状 所 有 者

19 178,307 167,545 10,762 565,325 189,210 177,409 11,801 760,772 199,978 187,200 12,778 810,441

20 178,718 167,611 11,107 554,908 189,291 177,116 12,175 745,167 199,833 186,785 13,048 791,545

前 年 比（ ％） 0.2 0.3 3.2 ▲ 1.8 0.0 ▲ 0.2 3.2 ▲ 2.1 ▲ 0.1 ▲ 0.2 2.1 ▲ 2.3

表１０　教員平均初任給・10 年間の推移（全国平均） （単位：円／カッコ内は対前年比：％）

区 分 11 年度 12 年度 13 年度 14 年度 15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度

２種免許

状所有者

本 俸 151,205 152,203 153,035 153,863 154,244 154,517 155,496 156,059 156,533 156,661

手 当 10,148 10,090 10,105 10,107 9,996 10,120 10,332 10,224 10,062 10,423

合 計
161,353

(0.9)
162,293

(0.6)
163,140

(0.5)
163,970

(0.5)
164,240

(0.2)
164,637

(0.2)
165,828

(0.7)
166,283

(0.3)
166,595

(0.2)
167,084

(0.3)

期 末 手 当
564,162
( ▲ 1.1)

559,330
( ▲ 0.9)

555,431
( ▲ 0.7)

548,715
( ▲ 1.2)

541,518
( ▲ 1.3)

528,984
( ▲ 2.3)

530,916
(0.4)

523,270
( ▲ 1.4)

516,317
( ▲ 1.3)

509,068
( ▲ 1.4)

１種免許

状所有者

本 俸 166,349 166,337 166,826 166,919 166,720 166,702 167,434 167,248 167,545 167,611

手 当 10,771 10,653 10,528 10,904 10,698 10,696 10,824 10,898 10,762 11,107

合 計
177,120

(0.04)
176,990
( ▲ 0.1)

177,354
(0.2)

177,823
(0.3)

177,418
( ▲ 0.2)

177,398
( ▲ 0.01)

178,258
(0.5)

178,146
( ▲ 0.1)

178,307
(0.1)

178,718
(0.2)

期 末 手 当
636,769
( ▲ 1.2)

630,585
( ▲ 1.0)

619,192
( ▲ 1.8)

608,255
( ▲ 1.8)

595,325
( ▲ 2.1)

580,627
( ▲ 2.5)

582,923
(0.4)

571,074
( ▲ 2.0)

565,325
( ▲ 1.0)

554,908
( ▲ 1.8)

表１１　平成 20 年度・地区別の１種免許状所有者状況

区 分 免許所有者 １園あたり平均所有者数 園　数 区 分 免許所有者 １園あたり平均所有者数 園　数

全 国 8,210 2.6 3,100 東海・北陸地区 999 2.5 407

北 海 道 地 区 239 1.9 123 近 畿 地 区 847 3.4 248

東 北 地 区 761 2.3 333 大 阪 地 区 338 2.6 130

関 東 地 区 1,886 2.6 729 中 国 地 区 576 2.7 215

東 京 地 区 1,067 3.4 310 四 国 地 区 186 2.7 68

神 奈 川 地 区 509 2.8 182 九 州 地 区 801 2.3 354
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表１８　収入科目

年度
帰 属 収 入 合 計 園 児 納 付 金 補 助 金 寄付金・その他 基 本 金 組 入 額

千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円

19 91,795 162 48,506 143 27,981 229 15,308 144
18 91,999 162 48,143 142 28,607 234 15,059 142 ▲ 8,642
17 92,356 163 48,598 143 28,274 231 15,484 146 ▲ 8,879
16 89,198 157 46,968 138 27,497 225 14,733 139 ▲ 8,960
15 88,676 156 47,322 139 27,324 223 14,030 130 ▲ 8,363
14 89,011 157 47,443 140 27,211 222 14,357 135 ▲ 8,678
13 85,752 151 45,953 135 25,785 211 14,014 132 ▲ 8,594
12 83,810 148 45,260 133 25,045 205 13,505 127 ▲ 8,842
11 82,515 145 44,933 132 24,458 200 13,124 124 ▲ 8,801
10 82,394 145 45,302 133 23,818 195 13,274 125 ▲ 7,186
9 79,601 140 44,246 130 22,371 183 12,984 122 ▲ 9,592
8 76,991 136 43,017 127 21,286 174 12,688 120 ▲ 7,777
7 75,576 133 42,092 124 20,105 164 13,379 126 ▲ 8,166
6 74,284 131 42,009 124 19,438 159 12,837 121 ▲ 8,089
5 72,338 127 40,872 120 18,169 149 13,297 125 ▲ 8,962
4 71,180 125 40,430 119 17,237 141 13,513 127 ▲ 8,421
3 66,936 118 38,106 112 15,395 126 13,435 127 ▲ 7,823
2 63,769 112 36,985 109 14,162 116 12,622 119 ▲ 6,689
元 60,990 107 35,788 105 13,708 112 11,494 108 ▲ 6,749
63 56,797 1 0 0 33,952 1 0 0 12,232 1 0 0 10,613 1 0 0 ▲ 7,263

※ポイントは、63 年度を 100 とした場合。

表１９　支出科目

年度
消 費 支 出 合 計 人 件 費 教 育 管 理 経 費 借 入 金 利 息 そ の 他

千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント

19 86,504 171 55,824 168 28,125 177 467 107 2,088 735
18 86,949 171 56,464 170 28,157 177 436 35 1,892 666
17 87,263 172 56,679 171 28,215 177 457 37 1,912 673
16 84,453 167 54,832 165 27,132 170 498 40 1,991 701
15 82,937 164 54,198 163 26,689 168 504 40 1,546 544
14 82,161 162 53,846 162 26,219 165 529 42 1,567 552
13 79,915 158 52,508 158 25,137 158 581 47 1,689 595
12 78,142 154 51,342 154 24,664 155 587 47 1,549 545
11 76,141 150 50,346 151 23,729 149 642 52 1,424 501
10 75,562 149 50,089 151 23,444 147 716 58 1,313 462
9 73,040 144 48,869 147 23,002 144 756 61 413 145
8 70,961 140 47,419 143 22,148 139 815 65 579 204
7 69,569 137 46,280 139 21,830 137 905 73 554 195
6 68,703 136 45,244 136 21,957 138 1,069 86 433 152
5 65,194 128 43,062 130 20,552 129 1,095 88 485 171
4 63,881 126 41,781 126 20,324 128 1,286 103 490 173
3 59,761 118 38,848 117 19,177 120 1,416 114 320 113
2 57,572 114 37,522 113 18,404 116 1,351 109 295 104
元 53,523 106 34,993 105 16,942 106 1,142 92 446 157
63 50,700 1 0 0 33,238 1 0 0 15,933 1 0 0 1,245 1 0 0 284 1 0 0

※ポイントは、63 年度を 100 とした場合。

表２０　貸借対照表科目

年度
固 定 資 産 流 動 資 産 資産の部の合計 固定負債 流動負債 総負債比率 流動比率 消費支出差額

千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 ポイント 千 円 千 円 ％ ポイント 千 円

20.3 335,551 192 81,841 248 417,392 201 28,374 15,057 10.4 544 ▲ 8,994
19.3 323,170 185 79,367 240 402,537 194 27,476 14,687 10.5 540 ▲ 7,704
18.3 325,425 186 77,227 234 402,652 194 28,991 14,245 10.7 542 ▲ 4,301
17.3 300,623 172 73,395 222 374,018 180 26,760 14,872 11.1 494 ▲ 7,598
16.3 302,974 173 74,950 227 377,924 182 27,884 14,811 11.3 506 ▲ 8,363
15.3 290,137 166 71,956 218 362,093 174 27,048 14,467 11.5 497 169
14.3 249,706 166 68,553 208 358,262 172 27,980 15,714 12.2 436 ▲ 2,197
13.3 279,479 160 65,309 198 344,788 166 28,928 15,826 13.0 413 ▲    883
12.3 263,944 151 59,825 181 323,769 156 28,180 15,118 13.4 396 543
11.3 258,926 148 59,888 181 318,814 153 29,452 16,361 14.4 366 ▲      68
10.3 255,817 146 59,745 181 315,562 152 29,457 16,892 14.7 354 ▲   4 55
9.3 236,297 135 55,082 167 291,379 140 28,603 15,409 15.1 357 114
8.3 230,262 132 52,852 160 283,114 136 28,359 17,015 16.0 311 ▲ 1,084
7.3 228,309 130 50,845 154 279,154 134 28,622 15,586 15.8 326 ▲ 6,361
6.3 225,161 129 49,589 150 274,750 132 28,604 16,500 16.4 301 618
5.3 219,190 127 48,136 146 267,327 129 28,296 16,370 16.7 294 1,406
4.3 199,720 116 42,371 128 242,091 116 26,346 14,724 17.0 288 505
3.3 196,445 114 43,023 130 239,468 115 41,758 17.4 411
2.3 194,318 113 38,337 116 232,695 112 43,692 18.8 ▲ 2,011

元 .3 174,996 1 0 0 33,005 1 0 0 208,001 1 0 0 36,838 17.7 ▲    879

※ポイントは、元年 3 月を 100 とした場合。
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表２１　平成 19 年度・設置者別１園あたり消費収支内訳（消費収入の部） （単位：千円）

帰 属 収 入

合 計

帰 属 収 入 内 訳 基 本 金

組 入 額

消 費 収 入

合 計園児納付金 補 助 金 寄付金・その他

全 国 平 均
91,999

91,795

48,143

48,506

28,607

27,981

15,059

15,308

▲   8,642

▲   8,791

83,357

83,004

設

置

者

別

学 校 法 人
94,758

96,217

48,361

49,820

30,677

30,644

15,532

15,753

▲   9,448

▲   9,676

85,310

86,541

その他の法人
52,715

57,127

37,429

39,164

6,466

7,198

8,639

10,765

－－

－－

－－

－－

個 人
78,248

79,105

58,060

57,047

7,677

6,944

12,254

15,114

－－

－－

－－

－－

上段は平成 18年度の数字・下段は平成 19年度の数字

表２２　平成 19 年度・設置者別１園あたり消費収支内訳（消費支出の部） （単位：千円）

消 費 支 出

合 計

消 費 支 出 内 訳

人 件 費 教 育 管 理 経 費 借 入 金 等 利 息 そ の 他

全 国 平 均
86,949

86,504

56,464

55,824

28,157

28,125

436

467

1,892

2,088

設

置

者

別

学 校 法 人
89,362

90,729

57,993

58,507

29,323

29,911

463

506

1,583

1,805

その他の法人
54,074

57,348

36,637

38,390

12,536

14,164

26

89

4,875

4,705

個 人
72,795

72,883

46,041

46,204

20,931

19,557

333

308

5,490

6,814

上段は平成 18年度の数字・下段は平成 19年度の数字

表２３　設置者別財務諸比率（平成 19 年度決算） （単位：％）

納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 経 費 比 率 消費支出比率

園 児 納 付 金 補 助 金 人 件 費 教育管理経費 消 費 支 出

帰 属 収 入 帰 属 収 入 帰 属 収 入 帰 属 収 入 帰 属 収 入

全 国 平 均
52.3

52.8

31.1

30.5

61.4

60.8

30.6

30.6

94.5

94.2

設

置

者

別

学 校 法 人
51.0

51.8

32.4

31.8

61.2

60.8

30.9

31.1

94.3

94.3

その他の法人
71.0

68.6

12.3

12.6

69.5

67.2

23.8

24.8

102.6

100.4

個 人
74.2

72.1

9.8

8.8

58.8

58.4

26.7

24.7

93.0

92.1

上段は平成 18年度の数字・下段は平成 19年度の数字
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人材確保に関する各都道府県団体による実施事例

　近年、大学短大を問わず幼児教育の教職課程

を修了した学生の過半が、その就職先として幼

稚園より保育所を選択している傾向にあること

は、皆様方もご認識のあるところと思います

が、良質な幼稚園教育と、子ども達の豊かな育

ちを保証するために、優秀な人材の確保が重要

であることは、自明の理です。

　そこで、各地の人材確保に関する事例を幅広

く収集し、取りまとめた上で、会員園である先

生方へ発信し、今後の人材確保への取り組みの

参考にして頂こうと考えました。

　短期間の呼びかけにもかかわらず、各地より

沢山の事例をご報告いただきました。ここで紙

面を拝借し、心よりお礼を申しあげます。

　事例の多くは「養成校との懇談会」と、「採

用（就職）説明会」の二つに集約されるようで

すが、実際のやり方、会の持ち方につきまして

は、様々な方法で実施されている事が分かりま

す。貴重な事例集となりましたので、各地団体

におかれましては、今後の取り組みへの参考に

していただけますと幸いです。

　今後とも、全日私幼連へのご理解と、ご協力

を何卒よろしくお願い申しあげます。

〔�全日私幼連経営研究委員長＝福岡・久留米あかつき幼稚園／藤田喜一郎〕
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合
会

第
1
回
経
営
セ
ミ
ナ
ー

例
年

1
0
月

・
�経

営
セ

ミ
ナ

ー
の

中
で
「

幼
稚

園
教

員
養

成
校

と
の

懇
談

会
」

と
い

う
項

目
を

設
け
、

県
内

の
幼

稚
園

教
諭

養
成

校
（
6
校

）
の

就

職
担
当
者
と
各
幼
稚
園
の
設
置
者
、
園
長
と
で
意
見
交
換
行
な
う
。

・
�養

成
校

か
ら
、

自
校

の
就

職
状

況
、

学
生

の
求

職
の

考
え

方
、

教
育

方
針

な
ど

を
話

し
て

い
た

だ
き
、

幼
稚

園
側

か
ら

は
最

近
の

学

生
の
考
え
方
な
ど
の
質
問
が
あ
る
。

・
�幼

稚
園

の
採

用
が

少
な

い
こ

と
。

保
育

園
の

採
用

は
あ

る
が

採
用

形
態

が
臨

時
的

な
も

の
が

多
く
、

学
生

に
不

安
、

不
満

が
あ

る
こ

と
な
ど
が
話
さ
れ
学
生
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
を
よ
く
理
解
で
き
、
有
意
義
で
あ
る
。

宮
城
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

例
年

8
月

下

旬

・
県
内
（
11

）
及
び
隣
県
（
7
）
に
あ
る
養
成
校
の
教
授
、
就
職
担
当
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
連
合
会
役
員
と
懇
談
を
行
な
う
。

　
�議

題
：

①
宮

私
幼

の
現

況
に

つ
い

て
②

就
職

内
定

学
生

の
傷

害
保

険
加

入
状

況
に

つ
い

て
③

宮
私

幼
か

ら
養

成
校

へ
の

要
望

に
つ

い

て
④
養
成
校
各
校
の
現
況
に
つ
い
て
⑤
養
成
校
か
ら
宮
私
幼
へ
の
要
望
・
質
問
に
つ
い
て
。

　
※
�連

合
会

か
ら

の
要

望
、

養
成

校
か

ら
の

要
望
（

実
習
、

採
用

内
定

者
の

取
扱

い
）

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
し
、

次
年

度
の

採
用
、

就
職
に
あ
た
っ
て
相
互
理
解
を
深
め
た
。

福
島
県
全
私
立
幼
稚
園
協
会

福
島

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

就
職

セ
ミ
ナ
ー
事
前
打
合
せ
会

福
島

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

就
職

セ
ミ
ナ
ー
（
養
成
校

5
校
）

６
月

1
7
日

例
年

９
月

～

1
0
月

・
�養

成
校

の
学

生
課

や
就

職
担

当
者

に
ご

参
加

い
た

だ
き
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

に
あ

た
っ

て
の

事
前

打
合

せ
を

行
な

う
・

そ
の

年
の

学
生

の
就
職
動
向
（
志
向
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。・

幼
稚
園
へ
の
就
職
に
つ
い
て
、
養
成
校
と
幼
稚
園
が
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
る
。

・
�養

成
各

校
を

訪
問

し
、

保
育

職
に

つ
こ

う
と

す
る

学
生

を
対

象
に
、

現
職

の
先

生
方

に
よ

る
体

験
談

の
発

表
や
、

役
員

の
先

生
方

か

ら
の

県
私

立
幼

稚
園

の
現

状
等

を
お

話
い

た
だ

く
。

ま
た
、

学
生

か
ら

の
質

問
等

に
答

え
る
。・

参
加

学
生

が
減

少
し

て
い

る
。・

幼

稚
園

に
興

味
を

持
つ

学
生

が
減

っ
て

い
る

よ
う

に
感

じ
ら

れ
る
。・

開
催

時
期

も
含

め
て

内
容

等
を

改
め

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

と

思
わ
れ
る
。

栃
木
県
幼
稚
園
連
合
会

小
山
地
区
幼
稚
園
連
合
会

教
員
養
成
校
と
の
懇
談
会

幼
稚
園
教
諭
就
職
説
明
会

統
一

様
式

の
「

求
人

票
」

を
作

成 幼
稚
園
教
諭
就
職
説
明
会

例
年

5
月

下

旬
頃

例
年

6
月

下

旬
頃

例
年

7
月

～
8

月
頃

・
�県

内
に

あ
る

教
員

養
成

校
（

短
大
、

専
門

学
校

　
8
校

）
の

就
職

担
当

者
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

県
連

合
会

役
員

と
懇

談
を

行
な

う
。・

就
職

説
明

会
の

実
施
、

教
育

実
習
、

幼
稚

園
就

職
に

関
す

る
諸

問
題

な
ど

に
つ

い
て

話
合

い
を

行
な

う
。・

最
近

の
「

学
生

気
質

」
や

志
望

動
向

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

幼
稚

園
側

と
し

て
も
、

人
材

確
保

に
つ

い
て
“

新
採

に
求

め
る

も
の

”
な

ど
の

意
見

を
述

べ
る

こ
と
が
で
き
、
両
者
に
と
っ
て
有
意
義
な
懇
談
と
な
っ
て
い
る
。

・
�予

め
県

内
外

を
含

め
た

教
員

養
成

校
（

約
11

0
校

）
へ

案
内

を
出

し
、

宇
都

宮
市

内
の

会
場

を
借

り
、

来
春

よ
り

幼
稚

園
へ

の
就

職

を
希

望
す

る
学

生
を

集
め
、

幼
稚

園
を

紹
介

す
る
。・

園
ご

と
に

ブ
ー

ス
を

出
し

て
、

学
生

が
興

味
を

も
っ

た
幼

稚
園

の
ブ

ー
ス

を
訪

れ
、

個
別

説
明

や
相

談
等

を
行

な
う
。

後
日

学
生

は
就

職
を

希
望

す
る

幼
稚

園
へ

志
願

書
（

履
歴

書
）

を
提

出
し
、

採
用

試
験

を
受

け
る

流
れ

と
な

っ
て

い
る
。・

年
々

参
加

す
る

幼
稚

園
の

数
が

減
少

す
る

傾
向

に
あ

る
。

早
い

時
期

で
の

説
明

会
開

催
を

望
む

学
生

側

と
、
6
月

だ
と

ま
だ

次
年

度
の

採
用

予
定

が
確

定
し

て
い

な
い

園
が

多
い

幼
稚

園
側

と
で
、

両
者

の
意

向
を

汲
み

取
っ

た
日

程
調

整

を
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

・
�求

人
が

あ
る

際
に
、

両
者

間
で

手
続

き
が

ス
ム

ー
ズ

に
い

く
よ

う
、

県
内

の
幼

稚
園

及
び

教
員

養
成

校
へ

配
布

し
て

い
る
。

希
望

が

あ
れ
ば

W
o
rd

デ
ー
タ
で
の
送
信
も
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

・
�栃

木
県

全
体

の
就

職
説

明
会

後
、

地
元
（

小
山

市
）

独
自

に
小

山
市

内
の

ホ
テ

ル
を

借
り
、

来
春

よ
り

幼
稚

園
へ

の
就

職
を

希
望

す

る
学
生
を
集
め
、
幼
稚
園
を
紹
介
す
る
。



― 26 ―

主
催

事
業

名
実

施
時

期
主

な
実

施
内

容
や

、
実

施
し

て
の

所
感

等

群
馬
県
私
立
幼
稚
園
協
会

群
馬

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

適
性

検
査
に
関
わ
る
説
明
会

群
馬

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

適
性

検
査

群
馬

県
私

立
幼

稚
園

フ
ェ

ス

テ
ィ
バ
ル

群
私

幼
協

会
H
P
で

私
立

幼
稚

園
を
ア
ピ
ー
ル

6
月

12

日

8
月

23

日

1
0
月

2
8
日

常
時

・
�採

用
実

績
の

あ
る

養
成

校
に

就
職

担
当

者
の

参
加

を
依

頼
し

て
、

適
性

検
査

要
項

の
説

明
と

質
疑

応
答

を
行

な
う
。・

過
去

に
あ

っ
た

採
用
、
就
職
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
の
事
例
を
紹

介
し
て
改
善
策
の
検
討
を
行
な
う
。

・
�県

内
私

立
幼

稚
園

就
職

希
望

者
に

検
査
（

一
般

教
養

と
専

門
科

目
9
9
問
・

小
論

文
）

を
実

施
し
、

検
査

結
果

は
5
段

階
に

分
け

本

人
に
通
知
す
る
と
と
も
に

1
0
月
か
ら
加
盟
園
の
閲
覧
等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
�保

護
者
、

一
般
（

学
生

含
む

）
に

私
立

幼
稚

園
を

Ｐ
Ｒ
。・

私
立

幼
稚

園
の

パ
ネ

ル
展

示
、

幼
稚

園
内

の
教

室
を

再
現

し
て
「

幼
稚

園

ご
っ
こ
」、

手
作
り
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
等
実
施
。

・
私
立
幼
稚
園
の
情
報
開
示
。

全
埼
玉
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

幼
稚

園
教

員
養

成
校

と
全

埼
私

幼
と
の
連
絡
協
議
会

7
月

3
日

・
�県

内
、

東
京

都
及

び
近

県
の
「

幼
稚

園
教

員
養

成
校

と
の

連
絡

協
議

会
」

加
盟

園
24

校

の
う

ち
、
21

校

32

人

の
教

授
や

就
職

担

当
者

と
県

内
会

員
園

8
3
人

が
参

加
し

て
「

新
規

教
員

の
採

用
に

つ
い

て
の

現
況

」
の

テ
ー

マ
で
、

全
体

会
と

グ
ル

ー
プ

協
議

を
行

な
う
。・

協
議

終
了

後
、

希
望

者
に

よ
る

懇
談

会
を

行
な

う
。・

近
年

新
規

教
員

の
確

保
が

厳
し

く
な

っ
た

こ
と
、

途
中

退
職

者
の

増

加
が

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら
、

現
代

の
学

生
気

質
や

考
え

方
を

さ
ぐ

り
、

的
確

な
情

報
交

換
を

し
幼

稚
園

教
員

の
魅

力
と

定
着

を
考

え

る
。・

現
代

の
学

生
は

人
と

の
か

か
わ

り
方

が
う

ま
く

で
き

な
い
、

又
、

専
門

知
識

だ
け

で
な

く
基

本
的

な
生

活
習

慣
も

指
導

し
な

け

れ
ば

な
ら

な
い
。・

学
生

の
就

職
希

望
と

し
て
、

第
1
公

立
保

育
所
、

第
2
私

立
保

育
所
、

第
3
公

立
幼

稚
園
、

第
4
私

立
幼

稚
園

と
の

こ
と
。・

い
ろ

い
ろ

な
情

報
交

換
が

で
き
、

今
後

の
新

規
教

員
採

用
に

生
か

し
て

い
き

た
い
。・

今
後

も
「

幼
稚

園
教

員
養

成
校

と
の
連
絡
協
議
会
」
を
続
け
て
い
き
た
い
。

全
千
葉
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

柏
市
私
立
幼
稚
園
協
会

幼
稚

園
教

員
養

成
校

就
職

懇
談

会 教
諭
採
用
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

7
月
上
旬

7
月
上
旬
以
降

1
0
月

1
5
日

以

降

・
�県

内
及

び
県

内
に

隣
接

す
る

養
成

校
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

加
盟

幼
稚

園
代

表
者

と
懇

談
を

行
な

う
。・

最
近

の
「

学
生

気
質

」
や
、

就
職

動
向
（

志
向

）
を

知
る

こ
と

が
で

き
る
。・

過
去

に
あ

っ
た

採
用
、

就
職

に
関

す
る

ト
ラ

ブ
ル

等
の

事
例

も
紹

介
さ

れ
、

改
善

策

の
検
討
を
行
な
う
際
に
有
意
義
で
あ
る
。

・
�県
内
及
び
本
県
に
隣
接
す
る
都
県
の
養
成
校
に
、
本
会

H
P
上
に「

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
就
職
希
望
者
用
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」を

作
成
。
ま
た
、

養
成

校
に

在
学

中
で

な
い

希
望

者
に

も
、
H
P
上

に
別

の
就

職
希

望
者

用
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

用
意

し
、

加
盟

園
に

情
報

提
供

を
行

っ

て
い
る
。・

H
P
上
で
の
情
報
提
供
に
よ
り
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
を
加
盟
園
に
提
供
で
き
る
。

・
�7
月

中
旬

に
養

成
校

5
0
校

位
に

郵
送

で
、

本
年

の
求

人
情

報
の

閲
覧

に
つ

い
て

案
内

し
、

学
校

の
掲

示
板

等
に

掲
載

し
て

も
ら

う
。

教
職

員
･学

生
へ

の
求

人
情

報
は

1
0
月

1
5
日

以
降
、

柏
市

私
立

幼
稚

園
協

会
内

で
閲

覧
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。

求
人

の
あ

る

幼
稚

園
か

ら
は

そ
れ

ま
で

に
協

会
へ

情
報

を
提

出
す

る
。・

養
成

校
の

就
職

課
の

先
生

方
や

先
生

を
希

望
す

る
学

生
が

閲
覧

し
に

来
る

が
、
本
年
度
は
例
年
に
比
べ
て
少
な
い
。

新
潟
県
私
立
幼
稚
園
協
会

「
就
職
希
望
者
一
覧
表
」
の
作
成
・

配
布

例
年

8
月

下

旬
に

加
盟

園
へ

配
布

・
�県

内
就

職
希

望
者

の
履

歴
書

を
取

り
ま

と
め
、

一
覧

表
を

作
成
、

加
盟

園
へ

配
布
。

加
盟

園
で

検
討

し
、

面
接

希
望

の
場

合
は
、

求

職
者

へ
直

接
連

絡
・

当
協

会
H
P
の
「

求
人

情
報

」
コ

ー
ナ

ー
へ

掲
載
（

加
盟

園
が

書
込

み
を

行
な

う
）・

 各
大

学
等

が
取

り
ま

と

め
た

履
歴

書
、

ま
た

は
個

人
照

会
に

よ
り

郵
送

さ
れ

て
く

る
履

歴
書

の
数

は
年

々
減

少
し
、

取
り

ま
と

め
を

行
な

わ
な

い
大

学
も

増

え
て
き
た
（
個
人
情
報
漏
洩
危
惧
等
の
要
因
有
）

山
梨
県
私
立
幼
稚
園
協
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

教
諭

確
保

策
に

つ
い

て
の

特
別

委
員
会
設
置

5
月

上
旬
（

本

年
度

よ
り

実

施
）

7
月

上
旬

か
ら

8
月
上
旬

・
�県

内
に

あ
る

養
成

校
の

就
職

担
当

へ
出

向
き

懇
談

を
行

な
っ

た
。・

幼
稚

園
へ

の
就

職
志

願
者

の
状

況
を

伺
う

こ
と

が
で

き
た
。・

養

成
校

か
ら
、

下
記

の
要

望
が

あ
っ

た
。

①
幼

稚
園

の
教

諭
募

集
情

報
が

集
め

づ
ら

い
の

で
、

各
幼

稚
園

の
教

諭
募

集
情

報
に

つ
い

て

協
会

等
の

H
P
で

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

②
９

月
く

ら
い

に
募

集
情

報
が

明
確

に
な

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

③
教

育

実
習
以
外
の
職
場
体
験
（
１
園
１
～
２
日
程
度
）

が
で
き
る
と
各
幼
稚
園
の
個
性
を
予
め
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
�養

成
校

よ
り

要
望

の
あ

っ
た

教
諭

募
集

情
報

の
周

知
方

法
に

つ
い

て
、

特
別

委
員

会
を

設
置

し
検

討
。

協
会

の
H
P
に

各
園

の
教

職

員
募

集
状

況
を

一
覧

で
き

る
ﾍﾟ
ｰｼ
ﾞを

8
月

下
旬

よ
り

掲
載

す
る

こ
と

に
し

た
。

今
後

は
、

各
園

が
端

末
操

作
で

最
新

求
人

情
報

が
更

新
で

き
る

よ
う

な
ｼｽ
ﾃﾑ
や

求
職

者
登

録
ﾍﾟ
ｰｼ
ﾞの

ｼｽ
ﾃﾑ
導

入
を

検
討

し
て

い
く
。・

9
月

初
旬
、

県
内

の
養

成
校

へ
協

会
H
P
に

求
人

園

の
情
報
を
掲
載
し
た
旨
周
知
し
た
。
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県
内

大
学
・

就
職

指
導

委
員

と

の
懇
談
会

9
月
上
旬

・
大
学
の
就
職
指
導
委
員
の
方
々
よ
り
、
就
職
支
援

活
動
と
し
て
他
業
種
の
訪
問
が
あ
っ
た
。

・
�質
疑
内
容
①
大
学
出
身
教
諭
と
他
大
学
出
身
者
の

比
較
②
求
人
の
際
、
学
生
に
求
め
る
資
質
③
幼
稚
園
か
ら
の
求
人
時
期
④
イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
つ

い
て
・

今
回

は
大

学
側

の
就

職
支

援
活

動
の

一
環

と
し

て
の

懇
談

会
で

あ
っ

た
が
、

求
職

側
と

求
人

側
と

い
う

お
互

い
の
立
場
で
の
考
え
を
知
る
非
常
に
有
意
義
な
機

会
と
な
っ
た
。

東
京
都
私
立
幼
稚
園
連
合
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

就
職
説
明
会

就
職
パ
ン
フ
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

人
材
登
録
制
度

例
年

2
月

例
年

4
～

7
月

（
1
0
校
程
度
）

5
年
前
に
作
成
Ｈ

21

よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

通
年

・
�毎

年
、

私
学

会
館

で
、

養
成

校
6
5
人

余
、

私
立

幼
稚

園
6
5
人

余
を

集
め
、

経
営

研
究

委
員

会
の

主
催

で
開

催
し

て
い

る
。・

養
成

校
は
幼
児
教
育
学
科
、
学
生
課
、
あ
る
い
は
就
職

担
当
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
る
。・

幼
稚
園
側
は
、
全
園
に
案
内
希
望
者
を
募
る
。・

経
営

研
究

委
員

の
進

行
で
、
1
部
：

懇
談

会
（
1
0
人

程
度

に
分

け
て

バ
ズ

形
式

/2
時

間
半

程
度

）
2
部
：

懇
親

会
（

軽
食

を
出

し

全
体
の
懇
親
を
深
め
る

/1
時
間
半
程
度
）
参
加
費

：
養
成
校
無
料
、
幼
稚
園
￥
2
,0
0
0
-。

・
�1
校
数
人
の
園
長
と
事
務
局
で
参
加
。
一
般
的
な
幼
稚
園
情
報
を
話
し
た
後
、パ

ネ
ル
形
式
で
各
幼
稚
園
の
実
情
と
求
め
ら
れ
る
人
材
、

採
用
試
験
で
ど
こ
を
見
る
か
、
な
ど
踏
み
込
ん
だ

話
を
し
て
も
ら
う
。
H
1
9
（
1
0
校
）
H
2
0
（
7
校
）

・
�「
幼

稚
園

教
諭

を
め

ざ
す

皆
さ

ん
へ

」
と

う
た

い
、

幼
稚

園
の

先
生

に
な

る
と

は
ど

ん
な

こ
と

か
、

幼
稚

園
の

求
め

る
人

材
は

ど
ん

な

人
か
、
採
用
試
験
は
ど
ん
な
流
れ
か
な
ど
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
版
と
し
て
、
各
養
成
校
に
配
布
す
る
。

・
�退

職
す

る
職

員
の

中
で
、

園
長
・

設
置

者
の

先
生

方
が
、

こ
の

人
に

は
将

来
も

う
一

度
幼

稚
園

の
教

員
に

な
っ

て
ほ

し
い

と
思

わ
れ

る
よ
う
な
方
に
、
人
材
登
録
カ
ー
ド
を
お
渡
し
登

録
を
促
す
。

・
地
方
出
身
者
等
、
出
会
い
の
難
し
い
新
卒
も
利
用

し
て
い
る
。

神
奈
川
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

川
崎
市
幼
稚
園
協
会

相
模
原
市
幼
稚
園
協
会

横
浜
市
幼
稚
園
協
会

藤
沢
市
私
立
幼
稚
園
協
会

人
材
確
保
研
修
会

経
営
代
表
者
会
議

経
験
者
登
録
制
度

養
成
校
訪
問

設
置
者
研
修
会

履
歴
書
公
開

求
人
公
開

教
諭
採
用
登
録
制

例
年

9
月

初

旬 9
月

1
7
日

例
年

5
月

～
7

月 6
月

2
5
日

例
年

1
0
月

上

旬 随
時

4
月

1
日

～
3

月
31

日

・
�県

内
に

あ
る

養
成

校
の

就
職

ま
た

は
、

実
習

担
当

の
教

授
等

に
ご

協
力

を
お

願
い

す
る
。

担
当

は
経

営
管

理
部

で
行

な
い

県
下

全
園

に
案

内
す

る
。

会
員

は
自

由
参

加
。

養
成

校
・

幼
稚

園
と

も
忌

憚
の

な
い

意
見

の
交

換
会
。・

最
近

の
学

生
気

質
や
、

就
職

の
動

向
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
�県

内
に

お
け

る
養

成
校

の
教

授
・

学
生

課
・

就
職

セ
ン

タ
ー

長
に

出
席

要
請

を
し
、

テ
ー

マ
「

現
在

の
就

職
活

動
の

状
況

に
つ

い
て

」

に
基

づ
き
、

各
学

校
に

お
け

る
学

生
の

様
子
・

状
況

報
告

及
び

質
疑

等
を

行
な

う
。・

幼
稚

園
協

会
の

出
席

者
→

市
内

幼
稚

園
の

経
営

者
及

び
代

表
者
。

利
点

と
し

て
、

最
近

の
学

生
気

質
や

就
職

志
向

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。

欠
員

補
充

に
つ

い
て
、

早
め

に
対

策
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
�県

事
務

局
に

過
去

幼
稚

園
教

育
に

携
わ

っ
た

教
員

が
、

登
録

す
る

制
度

で
す
。

急
に

職
員

を
補

填
し

な
け

れ
ば

い
け

な
い

時
に
、

加

盟
園
が
登
録
者
へ
連
絡
を
し
、
両
者
が
合
意
す
れ

ば
契
約
と
な
る
。

・
�県

内
に

あ
る

養
成

校
（
1
0
校

）
を

訪
問

し
、

卒
業

生
対

象
に

幼
稚

園
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
行

な
う
。・

履
歴

書
公

開
に

つ
い

て
、

就
職

に

つ
い

て
等

の
話

を
す

る
の

で
、

幼
稚

園
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

え
る
。・

ピ
ア

ノ
が

苦
手

で
あ

る
学

生
、
1
人

担
任

に
不

安
の

あ
る

学

生
な

ど
に

幼
稚

園
の

保
育

の
楽

し
さ

を
伝

え
る

よ
う

に
し

て
い

る
の

で
、

少
し

ず
つ

で
あ

る
が

幼
稚

園
就

職
希

望
者

が
増

え
て

い
る

と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。

・
�「
人

材
確

保
と

育
成

」
と

い
う

テ
ー

マ
で
、

船
井

総
合

研
究

所
経

営
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

の
石

田
敦

志
氏

を
講

師
に

迎
え

話
を

聞
く
。・

こ
こ

2
・
3
年

新
規

採
用

教
諭

が
4
月

～
7
月

に
退

職
し

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

増
え

た
り
、

企
業

や
保

育
園

の
求

人
が

好
調

な
の

は

な
ぜ
か
な
ど
そ
れ
ら
の
理
由
を
含
め
話
が
聞
け
た

の
で
、
職
場
改
善
へ
の
取
り
組
み
の
一
助
と
な
っ
た
よ
う
。

・
�横

浜
市

内
の

幼
稚

園
就

職
希

望
者

の
学

生
に

履
歴

書
を

出
し

て
も

ら
い

幼
稚

園
の

就
職

担
当

者
に

公
開

し
て

い
る
。・

学
生

に
と

っ
て

も
幼

稚
園

に
と

っ
て

も
出

会
い

の
場

が
増

え
る

の
は

良
い

こ
と

だ
が
、

一
方

的
に

幼
稚

園
か

ら
電

話
が

来
る

こ
と

に
対

す
る

不
安

を

持
つ
学
生
が
増
え
て
き
た
こ
と
や
個
人
情
報
に
対

す
る
不
安
な
ど
か
ら
年
々
履
歴
書
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。

・
�協

会
の

H
P
を

使
い
、

幼
稚

園
の

求
人

情
報

を
公

開
し
、

学
生

が
そ

れ
を

見
て

就
職

活
動

が
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
。・

P
C
を

使

用
す
る
の
で
、
P
C
が
で
き
な
い
と
登
録
で
き
な
い

の
で
ま
だ
、
利
用
園
は
少
な
い
。

・
�幼

稚
園

教
諭

の
紹

介
制

度
。

協
会

加
盟

の
幼

稚
園

が
先

生
の

補
充

を
必

要
と

し
た

場
合

に
登

録
い

た
だ

い
た

方
を

紹
介

す
る
。

途
中

採
用
・
新
規
採
用
い
ず
れ
の
登
録
も
可
能
で
す
。
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主
催

事
業

名
実

施
時

期
主

な
実

施
内

容
や

、
実

施
し

て
の

所
感

等

富
山

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

適

性
検
査
実
施
園
の
会

幼
稚
園
教
諭
適
性
検
査

8
月

2
日

・
�幼
稚
園
教
諭
希
望
者
に
検
査
（
ピ
ア
ノ
、
面
接
、
学
科
）
を
行
な
い
、
受
験
者
の
資
料
を
加
盟
園
で
共
有
し
て
い
る
。
加
盟
園

32

園
。

受
験
者
に
は
、
成
績
を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
で
連
絡
し
て
い
る
。

・
授
用
の
資
料
が
確
保
で
き
る
・
年
々
受
験
者
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
る
。

石
川
県
私
立
幼
稚
園
協
会

金
城

大
学

短
期

大
学

部
幼

児

教
育
学
科

北
陸

学
院

大
学

短
期

大
学

部

保
育
学
科

養
成
校
と
の
懇
談
会

幼
稚

園
教

育
実

習
に

向
け

て
の

講
演
会

就
職
模
擬
面
接

保
育
特
別
講
座
Ⅰ

3
学

期
中

に
実

施
予
定

5
月

22

日

1
0
月

9
日

7
月

11

日

・
�県

内
の

養
成

校
の

実
習
、

就
職

相
当

の
先

生
と

各
園

の
園

長
先

生
と

で
懇

談
を

行
な

う
。・

学
生

の
現

状
、

就
職

の
実

態
を

知
る

こ
と

が
で
き
る
。・

養
成
校
と
協
会
側
と
の
日
程
調
整
が
難
し
い
。

・
�当

協
会

よ
り

園
長
・

教
諭

4
人

が
学

校
へ

出
向

き
、

学
生

に
実

習
に

対
し

て
の

意
義
、

心
構

え
、

ま
た

実
習

生
に

望
む

こ
と

な
ど

を

話
す
。・

少
し
で
も
学
生
が
、
実
習
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
、
幼
稚
園
の
よ
さ
も
理
解
し
て
欲
し
い
と

P
R
し
て
い
る
。・

後
日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
学
生
の
考
え
方
や
幼
稚
園
へ
の
思
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
�当
協
会
よ
り
園
長
、
副
園
長
が
学
校
へ
行
き
、
学
生
の
模
擬
面
接
を
行
な
う
。・
学
生
に
と
っ
て
は
い
い
経
験
と
な
っ
て
い
る
と
思
う
。・

学
生

に
幼

稚
園

の
こ

と
を

知
っ

て
も

ら
う

機
会

が
多

い
ほ

ど
い

い
と

考
え

て
例

年
引

き
受

け
て

い
る

が
、

そ
れ

が
、

直
接
、

幼
稚

園

の
人
材
確
保
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問
。

・
�学

生
に

私
立

幼
稚

園
の

実
態

や
現

場
の

様
子

を
伝

え
る

講
座

で
、

学
生

に
実

習
や

就
職

に
役

立
て

も
ら

う
も

の
・

当
協

会
よ

り
園

長
、

教
諭

5
人

が
学

校
へ

行
き
、

幼
稚

園
を

Ｐ
Ｒ
・

後
日
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
り

学
生

の
考

え
方

や
幼

稚
園

に
対

し
て

の
思

い
を

知
る

こ

と
が
で
き
る
。

福
井
県
私
立
幼
稚
園
協
会

私
立

幼
稚

園
教

員
採

用
予

備
試

験

例
年

8
月

下

旬
～

9
月

上

旬

・
�県

内
外

の
短

大
、

大
学

等
に

協
会

試
験

案
内

を
配

布
し

て
H
P
に

も
募

集
案

内
す

る
。

協
会

と
し

て
性

格
検

査
、

専
門

試
験
、

教
養

試
験
、

実
技
（

ピ
ア

ノ
）

面
接

等
行

な
い
、

そ
の

結
果

を
も

と
に

採
用

園
が

採
用

す
る
。・

受
験

者
に

私
立

幼
稚

園
の

情
報

等
を

伝
え

る
。・

毎
年

1
0
0
人
前
後
が
受
験
す
る
。
幼
・
保
希
望
者
も
あ
る
が
、
幼
稚
園
志
望
の
方
が
多
い
。

長
野
県
私
立
幼
稚
園
協
会

長
野

県
中

信
地

区
私

立
幼

稚

園
協
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

中
信

地
区

私
立

幼
稚

園
教

諭
採

用
試
験

例
年

9
月

中

旬 例
年

1
0
月

中

旬

・
�県
内
に
あ
る
養
成
校
の
教
職
員
と
県
協
会
役
員
と
で
毎
年

1
回
定
期
的
に
懇
話
会
を
行
な
っ
て
い
る
。・

今
年
は
、
養
成
校
側
と
幼
稚

園
側

の
目

指
す

保
育

者
像

に
つ

い
て

協
議

し
、

教
育

実
習

や
保

育
者

養
成

の
共

通
理

解
を

深
め

て
い

る
。・

養
成

校
側

の
進

路
・

就
職

指
導
の
実
際
と
、
幼
稚
園
側
の
保
育
者
募
集
・
採
用
の
考
慮
点
等
が
紹
介
さ
れ
、
今
後
の
協
力
関
係
の
構
築
の
た
め
に
有
意
義
で
あ
っ

た
。

・
松
本
市
・
塩
尻
市
・
安
曇
野
市
の
私
立
幼
稚
園
教
諭
採
用
試
験
を
統
一
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

・
人
材
確
保
の
協
力
及
び
統
一
と
、
保
育
者
の
水
準
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
。

静
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

教
員

養
成

機
関

と
私

立
幼

稚
園

振
興
協
会
と
の
意
見
交

換
会

求
職
登
録
シ
ス
テ
ム

求
人
情
報
掲
載
シ
ス
テ

ム

教
員

養
成

校
と

の
ホ

ッ
ト

ラ
イ

ン

７
月
３
日

随
時

随
時

・
�卒

業
生

が
過

去
に

本
県

の
幼

稚
園

に
就

職
し

た
実

績
の

あ
る

県
内

外
の

短
期

大
学

や
大

学
等

の
教

員
養

成
機

関
111


校

の
内
、

主
た

る
24

校
と
県
協
会
役
員
で
情
報
交
換
を
す
る
。

　
�（
内

容
）

全
体

会
で

主
旨

説
明

後
、

分
散

会
に

て
各

グ
ル

ー
プ
（

協
会

約
７

人
・

養
成

校
約

９
人

）
に

分
か

れ
意

見
交

換
を

す
る
。

当

日
の
話
題
は
、
県
内
幼
稚
園
か
ら
当
年
新
採
採
用
状
況
等
、
事
前
に
集
計
さ
れ
た
質
問
、
課
題
等
。
養
成
校
か
ら
も
事
前
に
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
り
集
計
し
た
質
問
、
話
題
等
に
対
し
意
見

交
換
す
る
。

・
�県

内
の

私
立

幼
稚

園
に

就
職

を
希

望
す

る
者

は
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

ま
た

は
携

帯
電

話
か

ら
、

自
分

の
情

報
を

協
会

H
P
の

求
職

サ
イ

ト
に

登
録

す
る

こ
と

が
で

き
る
。

ま
た
、

幼
稚

園
は

同
じ

く
求

人
サ

イ
ト

に
登

録
し
、

掲
載

す
る

こ
と

が
で

き
る
。・

県
内

私
立

幼
稚
園
は
当
協
会

H
P
の
求
職
サ
イ
ト
か
ら
、
そ
の
求
職
登
録
者
の
概
要
を
閲
覧
で
き
、
詳
細
を
希
望
す
る
場
合
は
協
会
へ
詳
細
（
個

人
情

報
）

を
請

求
す

る
こ

と
が

で
き

る
。・

協
会

は
請

求
し

て
き

た
幼

稚
園

に
対

し
、

詳
細

情
報

を
提

供
す

る
。・

提
供

を
受

け
た

幼

稚
園

は
、

詳
細

情
報

か
ら

採
用

対
象

者
を

選
定

し
、

幼
稚

園
か

ら
直

接
、

登
録

者
に

連
絡

し
採

用
に

向
け

た
具

体
的

な
や

り
と

り
を

す
る
。

・
私
立
幼
稚
園
か
ら
の
求
人
情
報
を
即
時
に
上
記
の
教
員
養
成
校
へ
Ｅ
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
る
。
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愛
知
県
私
立
幼
稚
園
連
盟

就
職
連
絡
協
議
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

高
校
生
体
験
学
習

幼
稚
園
説
明
会

5
月

6
月

中
～

7
月

上
旬

夏
期
休
業
期
間

8
月

・
養
成
校
と
昨
年
度
の
就
職
状
況
、
問
題
点
な
ど
の
意
見
交
換
な
ら
び
に
懇
親
会

・
養
成
校
へ
出
向
き
、
学
生
に
対
し
て
私
立
幼
稚
園
の

P
R
な
ら
び
に
就
職
に
向
け
て
の
説
明
。

・
�幼

稚
園

教
諭

に
興

味
等

も
っ

て
い

る
高

校
生

に
対

し
て

幼
稚

園
で

の
体

験
を

し
て
、

今
後

の
進

路
に

幼
稚

園
教

諭
に

な
っ

て
も

ら
え

れ
ば
と
。

・
�新

採
用

に
関

す
る

情
報

等
各

幼
稚

園
が

ブ
ー

ス
を

出
し
、

学
生

に
求

人
状

況
、

園
概

要
な

ど
個

々
に

説
明

し
、

よ
り

よ
い

人
材

確
保

が
で
き
れ
ば
と
。

京
都
市
私
立
幼
稚
園
協
会

養
成
大
学
と
の
交
流
・

懇
談
会

就
職
説
明
会

5
月

1
9
日

6
月

14

日

・
�市

内
に

あ
る

養
成

大
学

の
学

生
課

ま
た

は
、

就
職

担
当

者
に

参
加

を
呼

び
か

け
、

市
協

会
役

員
と

懇
談

を
行

な
う
。・

最
近

の
「

学
生

気
質
」
や
就
職
動
向
（
志
向
）
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
�来

春
よ

り
保

育
職

に
就

こ
う

と
す

る
学

生
を

集
め
、

幼
稚

園
を

紹
介

す
る
。・

園
ご

と
に

ブ
ー

ス
を

出
し

て
、

学
生

が
興

味
を

も
っ

た

幼
稚
園
の
ブ
ー
ス
を
訪
れ
個
別
説
明
や
相
談
等
を
行
な
う
。

兵
庫
県
私
立
幼
稚
園
協
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

合
同
就
職
説
明
会

中
途
採
用
教
員
登
録
制

度

6
月

2
7
日

7
月

12

日

随
時

・
�県

内
お

よ
び

近
府

県
の

各
教

員
養

成
大

学
・

専
門

学
校

の
就

職
指

導
担

当
者

と
希

望
す

る
設

置
者
・

園
長

と
懇

談
・

懇
親

会
を

設
け

て
い

る
。

新
卒

者
の

円
滑

な
就

職
活

動
を

促
す

こ
と

と
、

被
採

用
者

の
適

切
な

定
着

を
図

る
た

め
に
、

意
見

交
換

お
よ

び
問

題
解

決

の
場

と
し

て
実

施
し

て
い

る
。
2
0
年

度
は
、

マ
ン

ネ
リ

化
を

避
け

る
た

め
、

外
部

か
ら

講
師

を
招

き
講

演
を

し
て

い
た

だ
き
、

そ
の

上
で
懇
談
と
懇
親
の
時
間
を
設
け
た
。
参
加
者
→
養
成
校

3
0
校

4
7
人
・
幼
稚
園

8
9
園

1
0
0
人

・
�県

内
お

よ
び

近
府

県
の

各
教

員
養

成
大

学
・

専
門

学
校

に
実

施
要

綱
を

送
付

し
、

園
毎

の
ブ

ー
ス

を
設

け
て
、

新
卒

者
向

け
の

就
職

説
明
会
を
実
施
し
て
い
る
。
参
加
者
→
養
成
校

4
8
校

4
8
6
人
・
幼
稚
園

3
9
園
　（

所
感
）
養
成
校
か
ら
は
、概

ね
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。

実
施
時
期
は
養
成
校
の
実
習
期
間
と
前
期
試
験
お
よ
び
幼
稚
園
側
の
行
事
等
の
関
係
を
考
慮
し
、「

最
大
公
約
数
」
的
に
決
め
て
い
る
。

最
近
は
四
年
制
の

3
回
生
の
参
加
も
増
え
て
い
る
。

・
�中

途
採

用
を

希
望

す
る

教
員

を
協

会
に

登
録

し
、

加
盟

園
か

ら
照

合
が

あ
っ

た
場

合
に

登
録

者
の

履
歴

書
を

案
内

し
、

求
人
・

求
職

を
円
滑
に
促
す
制
度
。

大
阪
府
私
立
幼
稚
園
連
盟

保
育

者
養

成
校

と
の

連
携

懇
談

会 私
幼

向
け

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

制
度

保
育
者
養
成
校
就
職
担

当
者
（
教

員
含

む
）

の
私

立
幼

稚
園

見
学

シ
ス
テ
ム

7
月
か

11

月

通
年

通
年

・
�年

1
回
、

大
阪
、

京
都
、

兵
庫
、

奈
良

の
保

育
者

養
成

校
（
5
3
校

）
と

大
私

幼
加

盟
園
（
422


園

）
に

案
内

を
出

し
、

参
加

さ
れ

た

養
成

校
就

職
担

当
者
（

教
員

含
む

）
と

大
私

幼
の

設
置

者
・

園
長

が
一

同
に

会
し
、
1
0
人

ご
と

の
テ

ー
ブ

ル
に

双
方

が
ほ

ぼ
半

数
ず

つ
に

な
る

よ
う

セ
ッ

テ
ィ

ン
グ

し
て
、

双
方

の
現

状
の

共
有

と
連

携
の

在
り

方
に

つ
い

て
建

設
的

な
議

論
を

交
わ

す
と

と
も

に
就

職

に
関
し
て
双
方
の

P
R
の
場
と
し
て
開
催
し
、1

9
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成

2
0
年
度（

本
年
度
）は

11

月
に
養
成
校（

4
9

校
7
3
人
）
と
大
私
幼
加
盟
園
（
5
7
園

5
7
人
）【

合
計

13

0
人
】
で
開
催
し
た
。

・
�上

記
の

連
携

懇
談

会
か

ら
の

提
案

を
受

け
て
、「

私
幼

向
け

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

制
度

」
を

構
築

し
、
2
0
0
5
年
（

平
成

1
7
年

度
）

よ
り
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
（
養
成
校

8
校
、
私
幼

14

園
）
で
開
始
し
、
4
9
人
の
学
生
が
体
験
し
た
。
2
0
0
6
年
度
も
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
（
養

成
校

4
校
、

私
幼

1
0
園

）
で

実
施

し
、
1
7
人

の
学

生
が

体
験
。

私
幼

と
養

成
校

双
方

で
構

成
す

る
「

検
討

会
」

を
実

施
し
、

課
題

を
修

正
し
、
2
0
0
7
年

度
か

ら
大

私
幼

加
盟

園
全

園
に

対
象

を
広

げ
た
。（

登
録

制
）
2
0
0
7
年

度
は

養
成

校
11

校
、

私
幼

2
6
園

の

間
で

11

0
人

の
学

生
が

体
験

し
た
。

本
年

度
も

現
在

実
施

中
で
、

年
々
、

こ
の

制
度

の
評

価
が

上
が

っ
て

き
て

い
る
。

こ
の

私
幼

向

け
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
制

度
は
、

短
絡

的
な

人
材

の
確

保
と

い
う

こ
と

で
は

な
く
、

人
材

の
確

保
を

長
期

的
な

ス
パ

ン
で

捉
え
、

良

質
な

人
材

を
養

成
校

に
協

力
し

て
と

も
に

育
て

る
、

人
材

育
成

の
観

点
で

行
な

っ
て

い
る
。

＊
私

幼
向

け
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
制

度

の
定
義
：「

私
立
幼
稚
園
教
員
の
業
務
を
幅
広
く
体
験
す
る
制
度
」

・
�同

じ
く

連
携

懇
談

会
か

ら
の

提
案

を
受

け
て
、

本
年

度
（
2
0
0
8
年

度
）

よ
り
、

私
立

幼
稚

園
を

養
成

校
就

職
担

当
者
（

教
員

含
む

）

に
見

学
し

て
も

ら
え

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
た
。

大
私

幼
加

盟
園

に
見

学
条

件
を

含
め

た
登

録
を

呼
び

か
け
、

大
私

幼
で

取
り

ま
と

め
を

し
て
、

養
成

校
に

送
付
。

本
年

度
は

1
0
4
園

の
登

録
が

あ
る
。

私
幼

向
け

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

が
学

生
を

対
象

と
し

て
い

る
の

に
対

し
て
、

こ
の

制
度

は
、

養
成

校
の

就
職

担
当

者
（

教
員

含
む

）
を

対
象

に
す

る
こ

と
で
、

学
生

に
も

養
成

校
の

関
係

者
に

も
私

立
幼

稚
園

を
幅

広
く

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

が
で

き
、

開
か

れ
た

私
立

幼
稚

園
と

し
て

社
会

に
P
R
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た
、

養

成
校

の
就

職
担

当
者
（

教
員

含
む

）
が

各
私

立
幼

稚
園

の
教

育
方

針
を

知
り
、

保
育

の
状

況
を

じ
か

に
見

る
こ

と
で
、

有
効

的
な

学

生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
え
る
。
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主
催

事
業

名
実

施
時

期
主

な
実

施
内

容
や

、
実

施
し

て
の

所
感

等

津
山
市
私
立
幼
稚
園
連
合
会

倉
敷
市
私
立
幼
稚
園
協
会

大
学
就
職
課
と
の
懇
談

会

く
ら

し
き

幼
児

教
育

ネ
ッ

ト

ワ
ー
ク

岡
山

短
期

大
学

学
生

の
幼

稚
園

見
学
の
受
け
入
れ

第
3
0
回

く
ら

し
き

キ
ン

ダ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

9
月

2
0
日

年
間

を
通

じ
て

活
動

1
0
月

22

日

5
月

2
9
日

・
過
去
に
採
用
し
た
職
員
の
勤
務
関
係
に
つ
い
て
、
就
職
採
用
に
関
し
て
の
要
望
に
つ
い
て
相
談
し
た
。

・
�総

会
（
5
月

）・
理

事
会
（

年
2
回

）・
研

修
協

議
会
（

加
盟

校
園

の
教

職
員

）・
県

下
1
7
大

学
の

幼
児

教
育

学
科

と
倉

敷
市

私
立

幼

稚
園
協
会
の

1
5
園
が
加
盟
。・
年
会
費

5
,0
0
0
円
　
・
幼
稚
園
教
育
実
習
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
大
学
と
幼
稚
園
の
双
方
で
実
施（

協

議
資
料
）・

大
学
の
子
育
て
関
係
講
座
紹
介
・「

意
見
交
換
会
」
3
月
予
定

・
�同

大
学

幼
児

教
育

学
科

１
年

生
の

見
学

を
毎

年
私

立
幼

稚
園

協
会

が
受

け
入

れ
て

き
た
。

今
年

は
「

ま
こ

と
幼

稚
園

」「
マ

リ
ア

幼
稚

園
」「

奈
良
佐
保
短
期
大
学
倉
敷
幼
稚
園
」
の

3
園
で
実
施
。

・
保
育
内
容
説
明
　
・
保
育
参
観
　
・
幼
稚
園
実
習
要
点
等
伝
達
・
学
生
は
レ
ポ
ー
ト
提
出

・
�園

児
が

一
堂

に
集

い
、

の
び

の
び

と
競

技
し

て
友

情
と

信
頼

感
を

育
む

こ
と

を
目

的
に

毎
年

実
施
。

今
年

は
記

念
大

会
で

マ
ス

カ
ッ

ト
ス

タ
ジ

ア
ム

盛
大

に
執

り
行

な
っ

た
。

こ
の

大
会

に
例

年
県

内
幼

児
学

科
の

学
生

さ
ん

の
出

演
が

あ
る
。

今
年

は
中

国
短

期
大

学

学
生
が
出
演
。
素
晴
ら
し
い
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

広
島
県
私
立
幼
稚
園
連
盟

広
島
市
私
立
幼
稚
園
協
会

福
山
市
私
立
幼
稚
園
協
会

呉
市
私
立
幼
稚
園
協
会

呉
市
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事

呉
市
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事

幼
稚

園
教

職
員

退
職

者
再

就
職

登
録

教
員
養
成
大
学
等
と
の

懇
話
会

教
員
適
性
検
査
の
実
施

人
材
登
録
制
度

幼
稚
園
教
諭
合
同
採
用

試
験

適
性
検
査

養
成
校
と
の
懇
談
会

安
田
女
子
短
大

養
成
校
と
の
懇
談
会

岩
国
短
大

随
時

5
月
（

通
常

総

会
終
了
後
）

7
月
（

例
年
、

7
月

下
旬

の
日

曜
日
）

随
時

7
月

2
6
日

8
月

2
0
日

9
月

8
日

1
0
月

9
日

・
�（
目

的
）

加
盟

幼
稚

園
が

教
職

員
の

中
途

採
用

時
等

に
お

い
て
、

即
戦

力
と

な
る

教
職

員
の

確
保

を
図

る
。・
（

主
な

内
容

）
再

就
職

希

望
の

あ
る

幼
稚

園
退

職
者

か
ら

提
供

さ
れ

た
履

歴
等

の
情

報
を

事
務

局
で

保
管

し
、

加
盟

園
か

ら
の

問
い

合
わ

せ
に

対
し

情
報

提
供

す
る
。・
（

運
営

状
況

）
加

盟
園

か
ら

毎
月

１
～

2
件

の
登

録
情

報
閲

覧
希

望
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
る
。・

平
成

1
7
年

度
の

制
度

開
始

か
ら
現
在
の
登
録
者
は
累
計
約

9
0
人
。

・
�近

隣
の

教
員

養
成

大
学

及
び

専
門

学
校

の
学

科
長
・

就
職

担
当

者
（
1
0
校

―
2
0
人

程
度

）
を

招
き

実
施
。

内
容

は
、

教
員

養
成

に

対
す
る
希
望
等
や
採
用
す
る
幼
稚
園
に
対
す
る
希
望
等
に
つ
い
て
の
、
意
見
・
情
報
交
換
。

・
�私
立
幼
稚
園
に
お
け
る
新
採
用
教
員
の
「
適
性
検
査
」
を
、
主
と
し
て
次
年
度
卒
業
者
を
対
象
に
実
施
。・
内
容
は
、「

教
職
教
養
」「

一

般
教

養
」「

小
論

文
」・

検
査

の
結

果
は
、

本
人

に
通

知
す

る
と

共
に

協
会

に
登

録
し
、

各
幼

稚
園

に
お

い
て

は
、

こ
れ

ら
を

採
用

時

の
参
考
と
し
て
い
る
。
　〈

参
考
〉
最
近
の
受
検
者
数
・
・
・
5
0
0
人
前
後
　
最
近
の
採
用
者
数
・
・
・
5
0
～

6
0
人

・
�主

と
し

て
、

幼
稚

園
経

験
者

を
対

象
と

し
、

再
度
、

教
諭

と
し

て
勤

務
し

た
い

者
に

対
し
、

協
会

へ
の

登
録

を
募

る
。（

所
定

の
「

履

歴
書
」
を
提
出
）・

幼
稚
園
側
で
は
、
年
度
の
途
中
に
お
い
て
、
急
遽
、
教
員
の
補
充
を
行
い
時
に
登
録
者
の
中
か
ら
採
用
し
て
い
る
。

〈
参
考
〉
年
間

4
～

5
人
の
採
用

・
�中
・

四
国

の
養

成
校

へ
合

同
採

用
試

験
実

施
要

項
を

郵
送

し
、

受
験

者
は

提
出

書
類

を
揃

え
受

験
申

込
書

を
事

務
局

に
郵

送
し

て
く

る
。・

合
同
採
用
試
験
の
合
格
者
に
も
公
務
員
希
望
、
保
育
園
希
望
者
も
い
る
。

・
�県
内
外
に
あ
る
養
成
校
の
学
生
課
ま
た
は
、
就
職
担
当
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
、
呉
市
私
立
幼
稚
園
協
会
理
事
に
よ
る
、
面
接
、
論
文
、

実
技
（

ピ
ア

ノ
演

奏
、

素
話

な
ど

）
を

通
し

て
評

価
し
、

理
事

推
薦

登
録

者
、

及
び

一
般

登
録

者
を

表
記

し
た

幼
稚

園
就

職
希

望
者

の
登
録
名
簿
を
作
成
し
、
事
務
局
に
備
え
付
け
て
設
置
者
・
園
長
に
対
し
て
閲
覧
可
能
と
し
て
い
る
。

・
�学

校
の

就
職

担
当

者
と

理
事

と
で

懇
談

し
、

過
去

に
あ

っ
た

就
職

に
つ

い
て

の
ト

ラ
ブ

ル
等

の
事

例
が

紹
介

さ
れ
、

互
い

に
改

善
策

の
検
討
を
話
し
合
っ
た
。

　
ま
た
、
最
近
の
「
学
生
気
質
」
や
就
職
動
向
に
つ

い
て
話
し
合
っ
た
。

・
上
記
内
容
に
同
じ
。

高
知
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

養
成

校
（

三
校

）
で

の
採

用
説

明
会

例
年
、
9
月

～

11

月

・
来
春
よ
り
幼
稚
園
教
諭
を
希
望
す
る
学
生
を
集
め
幼
稚
園
を
紹
介
。

　
１
部
	
「
幼
稚
園
と
は
」
の
説
明

　
２
部
　
出
身
教
諭
の
体
験
談
の
発
表
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福
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会

北
九
州
部
会

福
岡

県
私

立
幼

稚
園

振
興

協

会
福
岡
部
会

福
岡
市
私
立
幼
稚
園
連
盟

福
岡

県
私

立
幼

稚
園

振
興

協

会
福
岡
部
会

福
岡

県
私

立
幼

稚
園

振
興

協

会
筑
後
部
会

久
留
米
市
私
立
幼
稚
園
協
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

平
成

2
0
年
度
就
職
説
明
会

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

私
立
幼
稚
園
合
同
会
議

養
成

校
と

幼
稚

園
と

幼
稚

園
懇

談
会

養
成
校
と
の
懇
談
会

合
同
就
職
説
明
会

例
年

６
月

下
旬

～
７
月
上
旬

例
年

６
月

中
旬

～
７
月
下
旬

上
記
と
同
じ

8
月

11

日

9
月

11

日

例
年

9
月

上

旬 例
年

7
月

上

旬

・
�県

協
会

北
九

州
部

会
役

員
が

手
分

け
し

て
養

成
校

を
訪

問
し
、

地
域

に
あ

る
４

養
成

校
の

保
育

学
科

幼
稚

園
教

諭
志

望
学

生
及

び
就

職
担

当
者

と
教

育
懇

談
会

を
行

な
う
。

前
半

で
は
「
D
V
D
」

に
よ

る
約

2
0
分

程
度

の
幼

児
教

育
の

意
義
、

重
要

性
。

教
師

と
し

て

の
責

任
と

楽
し

さ
を
、

感
動

も
併

せ
て

訴
え

幼
稚

園
の

先
生

は
、

や
り

が
い

の
あ

る
職

業
で

あ
る

こ
と

を
表

現
す

る
。

後
半

に
質

疑

応
答
で
終
了
す
る
。・

今
後
の
求
人
活
動
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

・
�福

岡
市

私
立

幼
稚

園
連

盟
に

加
盟

の
園

長
と

福
岡

部
会

に
加

盟
の

園
長

が
手

分
け

し
て

養
成

校
を

訪
問

し
、

授
業

時
間

や
休

み
時

間

の
一
部
を
用
い
て
、
私
立
幼
稚
園
や
幼
稚
園
教
諭
の
魅
力
に
つ
い
て
学
生
に

P
R
す
る
。

・
上
記
と
同
じ

・
�県

内
外

す
べ

て
の

学
生

を
一

同
に

集
め

て
、

福
岡

部
会

加
盟

園
の

幼
稚

園
を

各
園

ご
と

に
ブ

ー
ス

に
わ

か
れ
、

学
生

に
興

味
を

も
っ

た
幼

稚
園

の
ブ

ー
ス

を
訪

れ
、

個
別

に
説

明
や

相
談

を
行

な
う
。

近
く

は
市

内
の

学
生

か
ら

遠
く

は
県

外
に

い
た

る
ま

で
、

多
く

の

学
生
や
就
職
担
当
の
先
生
が
集
ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

・
�県

内
に

あ
る

養
成

校
の

学
生

課
ま

た
は

就
職

担
当

者
に

参
加

を
呼

び
か

け
福

岡
部

会
加

盟
園

の
幼

稚
園

と
懇

談
を

行
な

う
。
2
部

構

成
と

な
っ

て
お

り
、

第
１

部
で

は
全

体
会

と
し

て
、

幼
稚

園
代

表
者

と
養

成
校

代
表

者
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
意

見
・

要
望

等
の

交
換
。

第

2
部

で
は

各
養

成
校

ご
と

に
ブ

ー
ス

を
出

し
て
、

幼
稚

園
側

が
興

味
を

も
っ

た
養

成
校

の
ブ

ー
ス

を
訪

れ
個

別
説

明
や

相
談

等
を

行

な
う
。

・
�養

成
校

側
と

幼
稚

園
側

の
代

表
者

が
、

就
職

や
採

用
に

関
す

る
所

感
や

課
題

と
す

る
と

こ
ろ

を
発

表
し
、

会
の

後
半

で
は

養
成

校
ご

と
に
ブ
ー
ス
を
出
し
て
、
参
加
し
て
い
る
園
長
が
そ
こ
を
回
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
直
接
今
期
の
採
用
予
定
や
、
卒
業
生
（
現
役
教
諭
）

の
勤
務
振
り
等
の
話
題
を
提
供
で
き
て
い
る
。

・
�「
エ

ン
ト

リ
ー

セ
ッ

シ
ョ

ン
」

と
称

す
る

市
内

幼
稚

園
の

合
同

説
明

会
。・

各
幼

稚
園

の
園

長
紹

介
、

現
役

教
諭

の
体

験
発

表
（

パ
ネ

ル
形

式
の

フ
リ

ー
ト

ー
ク

）。
・

幼
稚

園
ご

と
の

ブ
ー

ス
を

学
生

が
自

由
に

回
り
、

説
明

を
受

け
、

質
問

を
す

る
。・

各
幼

稚
園

を
紹

介

す
る
冊
子
の
作
成
、
興
味
を
も
っ
た
幼
稚
園
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
。

佐
賀
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

佐
賀

県
私

立
幼

稚
園

教
諭

志
願

者
適
格
検
定
試
験

教
員
養
成
機
関
と
の
協

議
会

例
年

8
月

例
年

1
0
月

・
主
に
佐
賀
県
、
福
岡
県
の
大
学
・
短
大
の
学
生
が
多
い
。・

一
般
教
養
・
専
門
教
養
の
筆
記
試
験

・
�作

文
問

題
・
・
・
・

採
点

は
し

な
い
、

各
園

の
園

長
が

評
価

す
る
。・

ピ
ア

ノ
・

歌
の

実
技
・
・
・
A
,B
,C

で
評

価
・

こ
の

試
験

を
受

け
た

人
は

名
簿

に
登

録
さ

れ
る

の
で
、

幼
稚

園
が

教
員

を
求

め
る

と
き

は
、

こ
の

名
簿

の
中

か
ら

探
す

こ
と

が
で

き
る
。

※
経

験
者

を
求
め
る
場
合
は
、
こ
の
受
験
者
名
簿
か
ら
は
探
せ
な
い
の
で
、
そ
の
場
合
の
対
応
も
で
き
る
よ
う
な
制
度
を
検
討
中
。

・
�養

成
機

関
と

幼
稚

園
が

協
力

し
て

教
員

の
質

を
高

め
よ

う
と

い
う

の
が

目
的
。

大
学
・

短
大

の
関

係
者

と
佐

賀
県

の
私

立
幼

稚
園

設

置
者
・

園
長

が
集

ま
っ

て
お

も
に

①
検

定
試

験
②

教
員

採
用

③
教

育
実

習
④

大
学
・

短
大

で
の

勉
強

や
学

生
の

気
質

に
つ

い
て

情
報

交
換
・

協
議

を
す

る
。

こ
の

会
の

後
に

懇
親

会
を

す
る

が
、

そ
こ

で
も

率
直

な
意

見
が

出
た

り
、

ま
た

お
互

い
に

親
し

く
な

っ
た

り

し
て
大
い
に
意
義
が
あ
る
。

熊
本
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

各
養
成
校

養
成

校
と

の
登

録
試

験
連

絡
協

議
会

熊
本

県
私

立
幼

稚
園

教
員

登
録

試
験

養
成

校
と

の
登

録
試

験
連

絡
協

議
会

就
職

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

就
職

懇
談

会

毎
年

5
月
末

毎
年

8
月

第
2

土
曜
日

毎
年

1
0
月

下

旬 毎
年

6
月

～

11

月

・
�当

該
年

度
の

登
録

試
験

に
つ

い
て
、

試
験

日
・

日
程

等
の

確
認
。

試
験

要
項

及
び

受
験

申
込

書
の

配
布
。・

養
成

校
か

ら
の

要
望

及
び

連
合

会
（

私
立

幼
稚

園
）

か
ら

の
要

望
等
、

情
報
・

意
見

交
換
。（

E
X
.養

成
校

か
ら

就
職

に
関

す
る

ト
ラ

ブ
ル

等
の

改
善

要
望
。

私

幼
側
か
ら
は
学
生
に
求
め
る
も
の
等
に
つ
い
て
。
私
幼
状
況
の
説
明
。）
・
最
近
の
学
生
の
就
職
動
向
（
志
向
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

幼
稚
園
よ
り
保
育
所
志
望
が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

・
�受

験
生

に
P
V

に
よ

る
私

立
幼

稚
園

紹
介

後
、

試
験

に
移

る
。・

例
年
、
5
0
0
人

前
後

が
受

験
。

こ
の

試
験

を
基

に
連

合
会

に
て

登
録

者
名

簿
を

作
成

し
、

加
盟

幼
稚

園
へ

配
布

し
て

い
る
。

各
幼

稚
園

が
採

用
試

験
を

す
る

際
に

成
績

及
び

作
文

に
つ

い
て

事
務

局
へ

照

会
を
求
め
る
。・

そ
の
年
の
学
生
の
お
お
よ
そ
の
レ
ベ
ル
が
把
握
出
来
る
。

・
当
該
年
度
の
試
験
結
果
に
つ
い
て
報
告
・
協
議
。・

次
年
度
以
降
の
登
録
試
験
に
対
す
る
養
成
校
か
ら
の
御
意
見
を
伺
う
。

・
�養
成
校
毎
に
開
催
さ
れ
、
理
事
長
を
中
心
に
理
事
で
手
分
け
し
て
出
席
対
応
し
て
い
る
。・

私
立
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
求
め
る
も
の
や
、

私
幼

状
況

に
つ

い
て

学
生

へ
直

接
話

す
。・

養
成

校
教

員
と

の
意

見
交

換
。

私
幼

現
場

の
声

を
直

接
聞

い
て

い
た

だ
い

た
り
、

養
成

校

か
ら
の
ご
意
見
ご
要
望
等
も
伺
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
深
め
る
。
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主
催

事
業

名
実

施
時

期
主

な
実

施
内

容
や

、
実

施
し

て
の

所
感

等

宮
崎
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会

宮
崎
市
私
立
幼
稚
園
協
会

登
録
試
験

設
置
者
・
園
長
研
修
会

退
職
教
職
員
登
録
制
度

例
年
８
月
上
旬

9
月

5
日

通
年

・
�九
州
管
内
の
養
成
校
す
べ
て
、
四
国
、
関
西
、
関
東

の
一
部
の
養
成
校
に
案
内
を
配
布
。
市
内
の
私
立
高
校
を
借
り
て
試
験
を
行
な
う
。

試
験

内
容

は
適

性
検

査
・

一
般

教
養
・

専
門

科
目

。
午

前
中

で
終

了
し
、

午
後

か
ら

採
点
。

結
果

は
９

月
１

日
事

務
局

内
に

て
公

開
。

受
験
者
数
 H

1
7
 22

8
人
 H

1
8
 1
9
1
人
 H

1
9
 14

8
人
 H

2
0
 111


人
と
減
少
加
速
傾
向

H
1
8
に
全
幼
稚
園
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
結
果
、
7
5
％
の
幼
稚
園
が
必
要
性
有
り
と
回
答

。
今
後
も
継
続
す
る
予
定
。

・
�宮

崎
市

近
郊

の
短

期
大

学
就

職
担

当
者

に
講

師
に

な
っ

て
も

ら
い
、

学
生

の
現

状
（

就
職

希
望
・

就
職

先
の

デ
ー

タ
、

最
近

の
学

生

像
な
ど
）
を
話
し
て
い
た
だ
い
た
。
保
育
園
志
向

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
。

・
�（
取

り
決

め
抜

粋
）

協
会

加
盟

園
に

お
い

て
、

正
規

ま
た

は
臨

時
に

教
職

員
を

採
用

す
る

際
の

候
補

と
す

る
。

退
職

し
た

職
員

が
登

録

の
申

し
出

が
で

き
る
。

登
録

さ
れ

た
資

料
は

事
務

局
が

管
理

し
、

閲
覧

は
会

員
自

ら
事

務
局

に
お

い
て

行
な

う
。

会
員

以
外

に
は

公

開
し
な
い
。
現
在
登
録
者
は
少
な
い
。

鹿
児
島
県
私
立
幼
稚
園
協
会

養
成
大
学
等
と
の
連
絡
会

養
成

大
学

等
へ
「

人
材

バ
ン

ク
」

登
録
協
力
と
名
簿
作
成

教
員
際
候
補
者
試
験
の
実
施

1
月
下
旬

3
月
下
旬

8
月
中
旬

・
�県
内
に
あ
る
養
成
大
学
等
の
教
授
等
に
参
加
を
呼

び
か
け
、
県
協
会
役
員
と
情
報
交
換
会
を
実
施
。（

下
記

2
点
を
中
心
に
）

①
新
規

採
用

教
員

に
係

る
採

用
候

補
者

試
験
（

登
録

試
験

）
実

施
に

つ
い

て
の

理
解

と
協

力
要

請
。

②
教

員
資

質
向

上
を

図
る

た
め
、

全
日

私
幼
連
「
研
修
俯
瞰
図
」
へ
の
理
解
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
研
修
会
開
催
に
備
え
て
の
講
師
依
頼
の
在
り
方
。

・
�養

成
大

学
等

へ
「

人
材

バ
ン

ク
」

登
録

へ
の

協
力

依
頼
（

様
式

も
同

封
）

を
し

た
が
、

本
年

度
（

Ｈ
2
0
年

度
）

は
ま

だ
養

成
大

学

等
か
ら
の
登
録
名
簿
の
返
送
が
そ
ろ
わ
ず
、
今
後

さ
ら
に
理
解
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

・
�各

大
学

等
へ

教
員

採
用

候
補

者
試

験
の

実
施

と
、

受
検

に
係

る
諸

資
料

を
送

付
し
、

各
大

学
等

か
ら

の
申

込
を

集
約

し
て

登
録

名
簿

を
作
成
。
8
月
中
旬
に
試
験
実
施
。
1
0
月

1
日
か
ら
各
幼
稚
園
で
、
次
年
度
の
採
用
に
活
用
。
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平成１９年度決算による自己財務分析表

項 目 計 算 方 式 全国平均値 自 園 数 値 説 明

１．納付金比率
園児納付金

×１００
帰属収入

52 . 8

　帰属収入の中の基礎的収入であり、学

校を経営していく上で最も重要な財源

であり、自主財源を確保するためにも

65％以上の比率を求めたい。

　この比率が年々低下してきているが、

私立幼稚園としてはこの傾向が続くこと

には非常に問題がある。園児納付金と補

助金の合計で、人件費と経費がまかなえ

るというのが、一応の目安だろう。

２．補助金比率
補助金

×１００
帰属収入

30 . 5

　学校会計の中でも園児納付金と同様、

基礎的収入として扱われている。納付金

比率の理想が 65％であるならば、この

比率は 35％の比率を求めていきたい。

　となると、その他の収入に依存しなく

ても良いことになる。将来的には、この

割合が高くなることは当然であるといえ

るが、あまりこの比率が高すぎるのは補

助金依存の体質上、いかがなものか。

３．その他収入

　　比率

その他収入
×１００

帰属収入
14 . 8

　その他の収入比率は、永続性を目的と

する学校経営であるならば、本務として

の教育業務から得られる対価の比率をあ

げたい。

４．人件費比率
人件費

×１００
帰属収入

60 . 8

　帰属収入の何％が人件費として支出さ

れたかを見る比率である。この比率は、

消費支出の中で最も注目しなければなら

ない。この比率が異常に高いと教育研究

経費を圧迫する。原因は勤務年数なのか

人的なものなのかを確認。60％を超える

と要チェック。

　基礎収入を増やすか、人件費を削減す

る努力を要する。理想的な比率として、

55％を求めたい。

５．教育管理経

　　費比率

教育管理経費
×１００

帰属収入
30 . 6

　この比率は本来「教育研究経費比率」

と「管理経費比率」とに分けて算出し分

析すべきだが、本調査では『教育管理経

費』として一括記載で調査をしている。

帰属収入の増加も人件費の抑制も困難だ

とすれば、経費、特に教育管理経費の削

減がポイントとなる。

　理想の比率としては、帰属収入に占め

る割合は 25％以下には抑えたい。

６．借入金等利

　　息比率

借入金利息
×１００

帰属収入
0 . 5

　帰属収入の何％が借入金利息として支

出されたかを示す比率。利息の支出その

ものは、借入金の比率に比例するもので、

低ければ低いほど良い。

７．消費支出比

　　率

消費支出
×１００

帰属収入
94 . 2

　財政蓄積力の指針となるもの。帰属収

入から基本金組入額を控除することを

考えておく必要がある。80％なら良好。

90％を超えるようならば改善が必要。

８．人件費依存

　　率

人 件 費
×１００

学生生徒等納付金
11 5 . 1

　この比率が 100％を超えている場合

は、基礎的な収入で自活できず、補助金

やその他の収入などに頼らざるを得ない

状況。自助努力が早急に必要。



― 34 ―

秘 この調査は㊙扱いとし、調査以外の目的には使用いたしません。（黒ボールペンで記入して下さい）

平成２０年度私立幼稚園経営実態調査
全 日 本 私 立 幼 稚 園 連 合 会

都
道
府
県
名

設

置

者

１－１. 学校法人・幼稚園のみの法人
１－２. 学校法人・附属
２－１. 宗教法人
２－２. その他の法人
３－１. 個人

設 置 者 名

幼 稚 園 名

幼 稚 園 ☎ （ ）

⇨

【１】園児数・学級数等調査

平
成
２０
年
５
月
１
日
現
在
で
記
入
し

て
下
さ
い
。

区分

クラス

在 籍 園 児 数

学 級 数 園 児 数

３ 歳 児
（満3歳児を含む）

人

４ 歳 児 人

５ 歳 児 人

計 人

園則定員計 人

１欄ごとの金額は、必ず

年額で記入して下さい。

【３】園児１人あたり納付金年額調査

⇨ 保 育 料 教 材 費 施 設 設 備 費 等 合 計

経常的なもの （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円

全員から一律徴収している

金額のみをご記入下さい。
⇨ 入 園 料 入 園 検 定 料 施 設 設 備 費 等 合 計

入園時のもの （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円 （年額）　　　　　　　円

【４】教員給与調査

１欄ごとの金額は、必ず

月額で記入して下さい。

　２種免許状所有・教員 1人あたりの給与月額

⇨ 初 任 給 ３ 年 目 勤 務 者 ５ 年 目 勤 務 者

本 俸 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

交通費は含まないで下さ

い。
⇨ 諸 手 当 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

計 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

期末手当（賞与年額）（年額） 円 （年額） 円 （年額） 円

　１種免許状所有・教員 1人あたりの給与月額

初 任 給 ３ 年 目 勤 務 者 ５ 年 目 勤 務 者

本 俸 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

交通費は含まないで下さ

い。
⇨ 諸 手 当 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

計 （月額） 円 （月額） 円 （月額） 円

期末手当（賞与年額）（年額） 円 （年額） 円 （年額） 円

２つ以上の幼稚園を設置

している場合は、内訳表

から転記して下さい。

【５】平成１９年度収支調査（学校法人の場合は消費収支計算書） （単位：円）

⇨ 収 入 の 部 支 出 の 部

園 児 納 付 金 円 人 件 費 円

保育料 円
教 育 管 理 経 費 円

入園料 円

（ 内 減 価 償 却 額 ） （　　　　　　　　　　　　　　円）
その他 円

手 数 料 円 借 入 金 利 息 円

寄 附 金 円 そ の 他 の 支 出 円

補助金の欄には、就園奨

励 費 を 含 め な い で 下 さ

い。
⇨

補 助 金 円 消費支出の部合計（B) 円

経常費補助金 円 当期消費収支差額（A － B) 円

その他 円

そ の 他 の 収 入 円

基本金組入額合計・消費

収入の部合計の欄は、学

校法人以外の園は記入し

ないで下さい。

帰 属 収 入 合 計 円

⇨
基 本 金 組 入 額 合 計 △　　　　　　　　　　円

消費収入の部合計（A) 円

幼稚園部門の貸借対照表
を作成している場合のみ
記入して下さい。

２つ以上の幼稚園を設置
している場合、本部になっ
ている幼稚園が記入し、
他の幼稚園は記入しない
で下さい。

短大・高等学校等の資産
が含まれている場合は、
記入しないで下さい。

⇨⇨
【６】貸借対照表（平成２０年３月３１日）

資 産 の 部 負 債 の 部

Ⅰ 固 定 資 産 円
Ⅰ 負 債 円

固 定 負 債 円

有 形 固 定 資 産 円
（内　長期借入金） （ 円）

流 動 負 債 円

その他固定資産 円
（内　短期借入金） （ 円）

Ⅱ 流 動 資 産 円
Ⅱ 基 本 金 円

Ⅲ 消 費 収 支 差 額 円

資産の部の合計と負債の
部の合計は、必ず一致し
ます。

⇨ 合　 計（ Ⅰ ＋ Ⅱ ） 円 合　計（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ） 円

減価償却額の累計額の合計 円

【２】本務・兼務教職員調査

平
成
２０
年
５
月
１
日
現
在
で
記
入
し
て
下

さ
い
。

⇨
本 務 者 兼 務 者

人 数 平 均 年 齢 平均勤続年数 人 数

園　長 人 －－－ －－－ 人

教　頭 人

. 歳 . 年

人

教　諭 人 人

（うち１種免許状所有者）（　　　　人） 人

小　計（Ａ） 人 －－－ －－－ 人

職　員（Ｂ） 人 . 歳 . 年 人

合計＝Ａ＋Ｂ 人 －－－ －－－ 人

障 が い 児 数

人

⇨ 　 �公的補助金の対象（予定）
人数をご記入下さい。

預り保育利用者数

約 人
⇨ 　 �平成 19 年度の 1 日平均

人数をご記入下さい。



全日私幼連・経営研究委員会名簿

会 長 吉 田 　 敬 岳 愛　知・自由ケ丘幼稚園

副 会 長 村 山 　 十 五 宮　城・村山学園

委 員 長 藤 田 喜 一 郎 福　岡・久留米あかつき幼稚園

副委員長 岡 部 　 圭 二 大　阪・高槻双葉幼稚園

委 員 豊 田 　 千 春 北海道・第二太陽の子幼稚園

委 員 渡 辺 　 丈 夫 秋　田・こまどり幼稚園

委 員 狩 野 　 良 和 茨　城・神立幼稚園

委 員 齋 藤 　 紳 悟 山　梨・上野原幼稚園

委 員 堀 江 　 眞 嗣 東　京・桜輪幼稚園

委 員 和 田 　 典 善 長　野・若穂幼稚園

委 員 川 杉 　 省 三 愛　知・葵名和幼稚園

委 員 山 中 　 　 理 三　重・のべの幼稚園

委 員 河 野 　 義 範 広　島・見真幼稚園

委 員 樫 村 　 文 夫 香　川・のぞみ幼稚園

委 員 下 苙 　 敏 大 宮　崎・光が丘幼稚園
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〒102－0073　東京都千代田区九段北4－2－25　私学会館別館４階

電　話　０３（３２３７）１０８０　　ＦＡＸ　０３（３２６３）７０３８

全日私幼連経営研究委員会

発行 全日本私立幼稚園連合会
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